
間
語
リ
考

︱
︱
能
︿
藤
﹀
に
お
け
る
間
狂
言
の
役
割
︱
︱

田

﨑

未

知

は
じ
め
に

能
︿
藤
﹀
は
、
狂
言
方
の
扮
す
る
所
の
者
が
、
ワ
キ
の
扮
す
る
僧
の
問
い
に
答
え
て
、
シ
テ
の
扮
す
る
役
に
ま
つ
わ
る
物
語
の
補
足
解
説
を

行
う
﹁
間
語
リ
﹂
を
す
る
。
そ
し
て
こ
の
﹁
間
語
リ
﹂
に
よ
っ
て
、
こ
の
能
の
主
題
と
な
る
和
歌
と
そ
の
作
者
が
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

能
︿
藤
﹀
は
間
狂
言
の
介
在
に
よ
っ
て
本
説
を
明
ら
か
に
し(１

)

、
曲
全
体
の
統
一
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
宝
生
・
観
世
両
系

の
詞
章
比
較
を
し
な
が
ら
、
能
︿
藤
﹀
に
お
い
て
間
語
リ
の
果
た
す
役
割
と
間
狂
言
台
本
の
詞
章
比
較
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
本
稿
執
筆
に

あ
た
り
謡
曲
本
文
は
、
宝
生
系
の
吉
川
本(２

)

を
用
い
る
。
比
較
対
照
と
し
て
、
観
世
系
は
観
世
流
現
行
本
を
収
め
る
謡
曲
大
観(

３
)

を
用
い
る
。

能
︿
藤
﹀
は
江
戸
中
期
の
作
で
、
観
世
・
宝
生
・
金
剛
の
三
流
で
演
じ
ら
れ
る
。
宝
生
の
も
の
が
原
作
と
さ
れ(

４
)

、
観
世
で
は
明
和
二
︵
一
七

六
五
︶
年
刊
行
の
﹃
明
和
改
正
謡
本
︵
以
下
明
和
本
と
略
す
︶﹄
に
諸
所
改
定
を
施
し
て
現
行
曲
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ(

５
)

、
金
剛
流
は
明
治
期
に

現
行
曲
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
流
儀
に
よ
り
本
文
異
同
が
激
し
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
能
は
﹃
万
葉
集
﹄
の
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
の
﹁
多

祜
の
浦
の

底
さ
へ
に
ほ
ふ

藤
波
を

か
ざ
し
て
行
か
む

見
ぬ
人
の
た
め(６

)

﹂
と
い
う
詠
歌
が
、
一
応
の
本
説
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

能
に
お
い
て
本
説
の
認
定
が
困
難
な
の
は
﹁
藤
を
詠
ん
だ
佳
句
の
群
れ
に
主
題
歌
が
埋
没
し
て
﹂
い
る
た
め
で
あ
る(

７
)

。
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能
︿
藤
﹀
の
よ
う
な
二
場
物
の
夢
幻
能
は
、
ワ
キ
の
登
場
︱
︱
シ
テ
の
登
場
︱
︱
ワ
キ
と
シ
テ
の
応
対
︱
︱
シ
テ
の
物
語
・
シ
テ
の
仕
事
︱
︱

シ
テ
の
中
入
の
五
段
構
成
を
前
場
に
取
り
、
後
場
も
こ
れ
に
準
ず
る
。
構
成
の
中
心
は
、
前
場
の
シ
テ
の
物
語
︵
故
人
の
霊
や
シ
テ
の
扮
す
る

物
の
精
な
ど
の
昔
語
り
︶
と
後
場
の
シ
テ
の
仕
事
︵
過
去
の
仕
方
話
の
再
現
や
舞
働
︶
で
あ
る(８

)

。
通
常
は
構
成
の
中
心
に
お
い
て
本
説
が
明
ら

か
と
な
る
が
、
能
︿
藤
﹀
は
詩
歌
の
引
用
が
長
く
、
い
く
つ
も
の
歌
が
朗
詠
さ
れ
る
た
め
本
説
の
認
定
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
間
狂
言
で
あ
る(９

)

。

一

能
︿
藤
﹀
の
物
語
の
構
成
と
そ
の
背
景

ま
ず
能
︿
藤
﹀
の
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
物
語
の
構
成
に
は
次
の
三
つ
の
要
素
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ⅰ

物
語
の
要
点
と
な
る
素
材
の
選
択
⋮
⋮
素
材
を
配
列
す
る
。

ⅱ

登
場
人
物
の
選
定
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
登
場
人
物
を
相
互
に
関
係
づ
け
る
。

ⅲ

登
場
人
物
の
行
動
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
登
場
人
物
を
動
か
し
物
語
を
展
開
さ
せ
る
。

ワ
キ
の
都
方
の
僧
が
、
越
路
︵
現
在
の
北
陸
道
︶
経
由
で
善
光
寺
に
向
か
う
。
道
行
文
は
、
修
辞
技
巧
を
駆
使
し
た
名
所
尽
く
し
に
よ
り
、

旅
の
道
筋
や
経
過
を
表
し
て
い
る
。
都
方
の
僧
は
加
賀
国
高
松
か
ら
能
登
国
石
動
山
を
過
ぎ
、
越
中
国
氷
見
の
里
に
到
着
す
る
。

こ
と
ば
﹁
急
候
程
に
。
是
は
ゝ
や
越
中
︵
の
︶
国
く
ず
み
の
郡
氷
見
の
里
に
着
て
候
。
又
あ
れ
成
湖
は
。
承
及
た
る
多
枯
の
浦
に
て
在
げ
に

候
。
立
寄
一
見
せ
ば
や
と
思
ひ
候
。
誠
に
承
及
た
る
よ
り
は
見
事
成
湖
水
の
け
し
き
に
て
候
物
か
な
。
是
成
松
に
ま
と
へ
る
藤
の
。
今
を

盛
と
見
え
候
は
い
か
に
。
下
︵
詠
吟
︶
＼
常
盤
成
、
松
の
名
立

(た
て
)

に
あ
や
な
く
も
。
こ
と
ば
﹁
懸
れ
る
藤
の
咲
て
散
哉
。
古ル

事
の
思
ひ
出
︵
で
︶

ら
れ
て
候

︽
宝
生
系
﹁
吉
川
本
﹂︾

湖
に
面
し
て
い
る
﹁
多
枯

(マ
マ
)

の
浦
﹂
と
い
う
場
所
や
、﹁
松
に
ま
と
へ
る
藤
﹂
は
物
語
の
要
点
と
な
る
素
材
の
一
つ
で
あ
る
。
能
の
物
語
の
多
く

は
、
旅
人
で
あ
る
ワ
キ
が
あ
る
所
に
行
き
か
か
り
、
故
人
の
霊
や
物
の
精
で
あ
る
シ
テ
と
出
会
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
こ
こ
で
ワ
キ
は
、
シ
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テ
を
導
き
出
す
た
め
の
役
割
を
果
た
し
、
物
語
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

二

地
方
喧
伝
の
能
と
本
説

多
祜
の
浦(

)

を
訪
れ
、
松
に
巻
き
つ
く
藤
を
見
て
、
ワ
キ
僧
は
﹁
常
磐
成(

)

﹂
の
古
歌
を
口
ず
さ
む
。
こ
の
歌
に
詠
ま
れ
る
藤
は
、
松
の
緑
の
美
し

10

11

さ
を
評
判
す
る
た
め
の
添
え
物
に
過
ぎ
な
い
。
数
あ
る
藤
を
詠
ん
だ
歌
の
中
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
不
適
の
作
を
ワ
キ
僧
に
吟
じ
さ
せ
た
の
は
、
シ

テ
を
登
場
さ
せ
る
た
め
の
き
っ
か
け
を
作
る
た
め
で
あ
る
。
ワ
キ
僧
の
口
ず
さ
ん
だ
古
歌
は
、藤
に
と
っ
て
聞
き
捨
て
が
た
い
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
シ
テ
で
あ
る
女
︵
藤
の
精
︶
が
登
場
し
、
不
名
誉
な
歌
を
吟
じ
た
ワ
キ
僧
を
﹁
荒

(マ
マ
)

御
心
な
の
事
や
候
﹂
と
非
難
す
る
。

し
て
女
﹁
な
ふ(う

)

〳
〵
あ
れ
成
旅
人
に
申
べ
き
事
の
候
、
わ
き
﹁
此
方
の
事
に
て
候
か
荒
思
じ

(
マ

マ

)

寄
ず
や
候
、
し
て
﹁
是
は
田
子
の
浦
と
て
藤
花

ト
ウ
ク
ワ

︵
傍

訓
下
村
本
︶
の
名
所
な
れ
ば
。
古
人
の
世
に
一
首
の
切
哥

(
マ
マ
)

の
多
き
中
に
も
。
思
ひ
ぞ
出
︵
づ
︶
る
。
下
︵
詠
吟
︶
＼
田
子
の
浦
や
、
汀
の
藤
の

咲
し
よ
り
。
う
つ
ら
ふ
浪
ぞ
色
に
出
︵
で
︶
け
る
と
。
こ
と
ば
﹁
か
様
の
哥
を
詠
じ
給
は
で
。
松
の
な
た
て
と
口
ず
さ
み
給
ふ
は
。
下
︵
拍
子

不
合
︶
＼
荒

(マ
マ
)

御
心
な
の
事
や
候
、

︽
宝
生
系
﹁
吉
川
本
﹂︾

シ
テ
は
﹁
田
子

(
マ
マ
)

の
浦
や(

)

﹂
の
歌
を
始
め
、﹃
万
葉
集
﹄
や
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄、﹃
後
拾
遺
和
歌
集
﹄
な
ど
か
ら
詩
歌
を
引
用
す
る
。

12

世
阿
弥
は
﹃
風
姿
花
伝
﹄
第
六
に
お
い
て
、
能
の
作
劇
に
あ
た
り
、
素
材
典
拠
が
有
名
な
﹁
本
説
﹂
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い

る(

)

。
13

殊
更
、
脇
の
申
樂
、
ほ
ん
ぜ
つ
正
し
く
て
、
か
い
こ
よ
り
、
そ
の
謂
れ
と
、
や
が
て
人
の
知
る
如
く
な
ら
ん
ず
る
ら
い
歴
を
書
く
べ
し
。

⋮
⋮
︽
中
略
︾
⋮
⋮
假
令
、
名
所
・
舊
跡
の
題
目
な
ら
ば
、
そ
の
所
に
よ
り
た
ら
ん
ず
る
詩
歌
の
、
言
葉
の
耳
近
か
ら
ん
こ
と
を
、
能
の

詰
め
所
に
寄
す
べ
し
。
爲
手
の
言
葉
に
も
風
情
に
も
か
か
ら
ざ
ら
ん
所
に
は
、
肝
要
の
言
葉
を
ば
載
す
べ
か
ら
ず
。
⋮
⋮
︽
中
略
︾
⋮
⋮

し
か
れ
ば
、
よ
き
能
と
申
は
、
本
説
正
し
く
、
珍
し
き
風
體
に
て
、
詰
め
所
あ
り
て
、
懸
り
幽
玄
な
ら
ん
を
、
第
一
と
す
べ
し
。

﹁
本
説
﹂
の
正
し
さ
は
、
世
阿
弥
以
後
の
能
の
作
者
た
ち
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
能
︿
藤
﹀
は
﹁
藤
﹂
や
﹁
多
枯

(マ
マ
)

の
浦
﹂
と
い
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う
名
所
を
、
物
語
の
要
点
と
な
る
素
材
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、﹁
藤
﹂
や
﹁
多
枯

(マ
マ
)

の
浦
﹂
に
つ
い
て
詠
じ
た
詩
歌
な
ど
で
、
よ
く
知
ら
れ
た

も
の
を
、
一
曲
の
眼
目
に
配
し
て
記
す
必
要
が
あ
る
。
能
︿
藤
﹀
の
舞
台
で
あ
り
、
越
中
国
の
歌
枕
で
あ
る
多
祜
の
浦
は
布
勢
の
水
海
に
面
し

て
い
た
。
布
勢
の
水
海
は
、
国
守
大
伴
家
持
ら
が
し
ば
し
ば
清
遊
し
て
そ
の
美
し
い
景
観
を
褒
め
称
え
、﹁
遊
二

覧
布
勢
水
海
一

賦
﹂
と
題
す
る

有
名
な
長
歌
も
残
し
て
い
る
。
特
に
、
天
平
勝
宝
二
︵
七
五
〇
︶
年
四
月
十
二
日
に
家
持
ら
数
人
の
官
人
た
ち
が
﹁
十
二
日
、
遊
二

覧
布
勢
水

海
一

、
船
二

泊
於
多
祜
湾
一

、
望
二

見
藤
花
一

﹂
と
歌
を
競
作
し
、
多
祜
の
浦
の
藤
の
花
に
つ
い
て
詠
み
交
わ
し
た
。
こ
の
歌
群
の
影
響
か
ら
多
祜

の
浦
は
藤
の
名
所
と
し
て
定
着
し
た
。

ワ
キ
僧
の
古
歌
に
つ
い
て
非
難
し
た
シ
テ
は
、﹃
万
葉
集
﹄
の
縄
麻
呂
の
歌
﹁
多
祜
の
浦
の

底
さ
へ
に
ほ
ふ

藤
波
を

か
ざ
し
て
行
か
む

見
ぬ
人
の
た
め
﹂
を
引
く
。
こ
の
歌
は
、
前
述
の
大
伴
家
持
ら
の
布
勢
水
海
遊
覧
の
際
に
競
作
さ
れ
た
歌
の
一
つ
で
あ
る
︵
傍
線
は
私
に
よ
る
︶。

し
て
＼
敷
島
に
、
同
上
︵
歌
︶
＼
田
子
の
浦
、
底
さ
へ
匂
ふ
藤
浪
を
。
〳
〵
、
か
ざ
し
て

ゆ
か
ん
。
見
ぬ
、
人
の
為
と
読
置
し
。

︽
宝
生
系
﹁
吉
川
本
﹂︾

か
の
繩
麻
呂
の
歌
に

地
上
歌
﹃
多
祜
の
浦
。
底
さ
へ
匂
ふ
藤
波
を
。
底
さ
へ
匂
ふ
藤
波
を
。
か
ざ
し
て
行
か
ん
。
︵
と
少
し
正
面
に
出
で
︶
。

見
ぬ
人
の
た
め
と
詠
み
た
り
し
。

︽
観
世
流
﹃
謡
曲
大
観
﹄
︾

宝
生
系
の
吉
川
本
で
は
﹁
敷
島
に
﹂
と
あ
る
だ
け
で
、
引
用
し
た
和
歌
の
作
者
に
つ
い
て
一
切
言
及
せ
ず
、
観
世
流
で
は
和
歌
の
作
者
を
﹁
繩

麻
呂
﹂
と
明
確
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
、
明
和
二
︵
一
七
六
五
︶
年
刊
行
の
明
和
本
に
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る(

)

。
14

明
和
二
年
、
十
五
世
観
世
太
夫
元
章
は
二
一
〇
番
に
及
ぶ
曲
目
の
選
定
な
ら
び
に
詞
章
の
大
幅
な
改
定
を
行
っ
た
。
こ
の
明
和
本
の
制
作
を

命
じ
た
の
は
、
江
戸
中
期
の
歌
人
・
国
学
者
で
あ
り
御
三
ç
田
安
家
の
初
代
当
主
で
あ
る
田
安
宗
武
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
明
和
本

は
、
宗
武
と
和
学
御
用
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
賀
茂
真
淵
と
、
真
淵
の
門
人
で
あ
る
加
藤
枝
直
も
加
わ
っ
て
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

た
め
明
和
本
の
詞
章
は
、
国
学
の
影
響
を
受
け
た
復
古
的
色
彩
が
強
く
、
観
阿
弥
・
世
阿
弥
以
降
の
全
謡
本
の
史
実
や
文
法
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
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面
か
ら
考
証
さ
れ
た
。
宝
生
系
の
謡
本
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
和
歌
の
作
者
に
つ
い
て
、
観
世
流
の
謡
本
で
明
確
に
記
し
て
い
る
の
は
、
改

訂
に
伴
う
引
用
和
歌
原
典
の
明
確
化
と
宝
生
系
詞
章
と
の
差
別
化
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
宝
生
系
の
謡
本
で
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、

観
世
流
の
謡
本
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
詞
章
も
あ
る
。
能
︿
藤
﹀
の
ワ
キ
の
登
場
の
﹁
名
ノ
リ
﹂
を
次
に
引
用
す
る
︵
傍
線
は
私
に
よ
る
︶。

こ
と
ば
﹁
是
は
都
方
よ
り
出
︵
で
︶
た
る
僧
に
て
候
。
吾
此
程
は
賀
州
に
下
り
。
あ
し
の
篠
原
安
宅
の
松
。
爰
か
し
こ
の
名
所
を
一
見
仕
て

候
。
亦
是
よ
り
能
刕
に
下
り
。
そ
れ
よ
り
善
光
寺
へ
参
ら
ば
や
と
思
ひ
候
、

︽
宝
生
系
﹁
吉
川
本
﹂︾

ワ
キ
﹁
こ
れ
は
都
方
よ
り
出
で
た
る
僧
に
て
候
。
わ
れ
こ
の
程
は
加
賀
の
國
に
候
ひ
て
。
こ
こ
か
し
こ
の
名
所
を
一
見
仕
り
て
候
。
又
こ

れ
よ
り
善
光
寺
へ
参
ら
ば
や
と
思
ひ
候

︽
観
世
流
﹃
謡
曲
大
観
﹄︾

﹁
名
ノ
リ
﹂
は
、
身
分
紹
介
︱
︱
経
過
説
明
︱
︱
行
動
予
告
の
三
段
構
成
を
取
る
。
宝
生
系
の
吉
川
本
は
、
善
光
寺
に
向
か
う
ま
で
の
旅
の
道

筋
を
、
通
過
す
る
土
地
土
地
の
名
前
を
詠
み
込
ん
だ
連
鎖
型
の
掛
詞
に
よ
っ
て
表
し
て
い
る
。
都
方
の
ワ
キ
僧
は
、
加
賀
国
の
篠
原
、
安
宅
の

松
な
ど
を
一
見
し
、
能
登
国
を
経
由
し
て
善
光
寺
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
観
世
流
の
謡
曲
大
観
で
は
﹁
こ

こ
か
し
こ
の
名
所
を
一
見
仕
り
て
﹂
と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
旅
の
道
筋
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

上
︵
歌
︶
＼
雪
消
る
、
白
山
風
も
長
閑
に
て
。
〳
〵
、
音
高
松
の
浪
ま
で
も
。
治
る
道
に
戸
ざ
し
は
せ
ぬ
、
石
動
山
を
杉
村
や
。
青
葉
に
見
ゆ

る
紅
葉
川
。
そ
な
た
と
計
白
雲
の
。
緬
々
行
︵
け
︶
ば
く
れ
切
る
。
氷
見
の
里
に
も
着
に
け
り
、
〳
〵
。

︽
宝
生
系
﹁
吉
川
本
﹂︾

ワ
キ
道
行
﹃
雪
消
ゆ
る
。
白
山
風
も
の
ど
か
に
て
。
白
山
風
も
の
ど
か
に
て
。
日
影
長
江
の
里
も
過
ぎ
。
さ
さ
ぬ
刀
奈
美
の
關
越
え
て
青
葉

に
見
ゆ
る
紅
葉
川
。
そ
な
た
と
ば
か
り
の
白
雲
の
。
氷
見
の
江
行
け
ば
名
に
聞
き
し
。
多
祜
の
浦
に
も
、
着
き
に
け
り
多
祜
の
浦
に
も
着

き
に
け
り

︽
観
世
流
﹃
謡
曲
大
観
﹄
︾

﹁
道
行
﹂
は
謡
事
小
段
の
一
種
で
、
地
名
を
中
心
に
旅
の
経
過
を
謡
う
。
宝
生
系
の
吉
川
本
は
、
加
賀
国
の
白
山
、
高
松
を
越
え
、
能
登
国
の

石
動
山
を
経
て
氷
見
に
至
る
。
一
方
、
観
世
流
の
謡
曲
大
観
で
は
、
加
賀
国
の
白
山
、
﹁
日
影
も
長
﹂
し
に
掛
け
た
長
江
の
里
を
過
ぎ
、﹁
さ
さ

ぬ
﹂
戸
に
掛
け
た
越
中
国
の
刀
奈
美
の
關
︵
砺
波
山
に
あ
る
関
︶、
氷
見
の
江
を
通
り
、
多
祜
の
浦
に
至
る
。
宝
生
と
観
世
の
旅
程
の
差
異
を
簡
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単
に
ま
と
め
る
と
、
宝
生
系
の
ワ
キ
僧
は
能
登
路
経
由
の
北
回
り
で
氷
見
の
里
へ
至
り
、
観
世
流
の
ワ
キ
僧
は
能
登
路
を
経
由
し
な
い
南
回
り

で
多
祜
の
浦
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。
松
浦
静
山
著
﹃
甲
子
夜
話
続
篇
﹄
十
二
に
﹁
其
後
可
順
︹
御
数
寄
屋
坊
主
︺
が
話
に
、
こ
の
謡
は
小
松
中
納
言

の
作
な
り
。
因
て
そ
の
領
分
の
中
の
名
所
、
田
子
の
藤
の
こ
と
に
寄
せ
て
謡
を
作
ら
れ
し
と
。
﹂
の
記
述
が
あ
る(

)

。
能
︿
藤
﹀
は
、
名
ノ
リ
や
道

15

行
の
詞
章
な
ど
に
加
賀
国
や
能
登
国
の
地
方
喧
伝
と
も
い
う
べ
き
詞
章
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
加
賀
宝
生
と
の
関
わ
り
か
ら
、﹁
小
松
中
納
言
﹂

こ
と
加
賀
藩
第
三
代
藩
主
で
あ
る
前
田
利
常
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
能
︿
藤
﹀
の
作
者
は
、
北
陸
地
方
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る(

)

。
16

能
︿
藤
﹀
の
物
語
に
戻
る
。
ワ
キ
僧
は
シ
テ
が
古
歌
に
つ
い
て
あ
ま
り
に
も
詳
し
く
物
語
る
の
で
、
い
よ
い
よ
不
審
に
思
い
、﹁
く
る
れ
ば
露

の
古
事
を
。
語
れ
る
人
は
誰
や
ら
ん
﹂
と
、
シ
テ
に
正
体
を
尋
ね
る
。
正
体
を
尋
ね
ら
れ
た
シ
テ
は
、
自
分
の
正
体
を
ほ
の
め
か
し
て
中
入
を

す
る
。
そ
の
後
、
狂
言
師
が
扮
す
る
所
の
者
が
登
場
す
る
。

三

能
︿
藤
﹀
間
狂
言
本
の
成
立
時
期

狂
言
師
は
二
場
物
の
能
に
お
い
て
、
前
シ
テ
の
退
場
後
、
後
シ
テ
の
登
場
ま
で
の
間
を
つ
な
ぐ
ア
イ
の
役
を
担
っ
て
き
た
。
間
狂
言
本
は
狂

言
師
の
備
忘
の
た
め
の
書
留
で
、
ほ
と
ん
ど
の
間
狂
言
本
が
ア
イ
の
語
り
だ
け
を
記
し
て
い
る
。
シ
テ
や
ワ
キ
、
ツ
レ
な
ど
と
交
渉
を
持
っ
て

物
語
の
進
展
に
加
わ
る
﹁
ア
シ
ラ
イ
間
﹂
で
も
相
手
の
セ
リ
フ
は
﹁
シ
カ
〳
〵
﹂
と
書
か
れ
、
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

能
︿
藤
﹀
の
間
狂
言
本
の
詞
章
は
、
江
戸
初
期
の
西
村
弥
三
左
衛
門
写
あ
る
い
は
所
持
と
さ
れ
る
﹃
筑
波
大
学
本(

)

﹄
や
、
貞
享
二
︵
一
六
八
五
︶

17

年
の
松
井
兵
右
衛
門
写
﹃
貞
享
松
井
本(

)

﹄、
貞
享
四
︵
一
六
八
七
︶
年
の
鞍
貫
勘
四
郎
写
﹃
貞
享
鞍
貫
本(

)

﹄
、﹃
山
脇
和
泉
家
伝
来
九
冊
組
間
狂
言

18

19

本
︵
通
称
﹁
共
同
社
本(

)

﹂︶﹄
な
ど
の
大
蔵
系
間
狂
言
本
に
は
記
載
が
な
い
。
こ
れ
は
能
︿
藤
﹀
の
成
立
が
こ
れ
ら
の
間
狂
言
本
よ
り
後
年
の
た
め

20

だ
と
推
測
さ
れ
る
。
能
︿
藤
﹀
間
狂
言
詞
章
の
初
出
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
弟
子
家
で
あ
る
名
女
川
家
の
五
代
辰
三
郎
に
よ
っ
て
宝
暦
十
一
︵
一

七
六
一
︶
年
頃
に
成
っ
た
﹃
宝
暦
名
女
川
本
﹄
で
あ
る
。
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四

間
語
リ
の
役
割

能
︿
藤
﹀
の
よ
う
な
二
場
物
の
夢
幻
能
に
お
け
る
間
狂
言
は
、
ア
イ
の
登
場
︱
︱
ア
イ
と
ワ
キ
の
応
対
︱
︱
ア
イ
の
仕
事
・
シ
テ
に
ま
つ
わ

る
物
語
︱
︱
ア
イ
の
退
場
の
四
段
構
成
を
取
る
。
能
︿
藤
﹀
の
間
狂
言
は
、
シ
テ
の
扮
す
る
役
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
、
ワ
キ
の
問
い
に
答
え
て

語
り
聞
か
せ
る
﹁
間
語
リ
﹂
で
展
開
す
る
。

ア
イ
扮
す
る
所
の
者
が
、
藤
の
盛
り
を
眺
め
に
や
っ
て
来
る
。
ワ
キ
僧
が
多
祜
の
浦
の
﹁
松
に
ま
と
へ
る
藤
﹂
の
い
わ
れ
を
尋
ね
る
と
、
よ

く
は
知
ら
な
い
が
と
言
い
つ
つ
も
、
奈
良
の
帝
の
昔
か
ら
、
歌
に
詠
ま
れ
た
名
花
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
。
ワ
キ
僧
が
、
藤
の
精
に
会
っ
た
こ

と
を
述
べ
る
と
、
所
の
者
は
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
あ
り
が
た
い
経
を
読
誦
し
、
重
ね
て
奇
特
を
待
ち
な
さ
い
、
と
言
い
置
い
て
去
る
。

北
川
忠
彦
氏
は
﹃
初
期
間
狂
言
の
形
態
﹄
で
間
語
リ
に
つ
い
て
﹁
能
の
前
段
と
後
段
、
つ
ま
り
シ
テ
の
扮
装
替
へ
の
時
間
の
つヽ

なヽ

ぎヽ

に
過
ぎ

ず
、
し
か
も
そ
の
カ
タ
リ
の
内
容
は
、
大
體
に
於
て
前
段
の
繰
返
し
に
過
ぎ
な
い
﹂
と
、
間
語
リ
が
前
場
の
﹁
シ
テ
の
物
語
﹂
の
再
話
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る(

)

。
江
戸
中
期
の
作
と
さ
れ
る
能
︿
藤
﹀
の
間
語
リ
は
、
本
説
を
明
ら
か
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
本
曲
の
間

21

語
リ
は
、
単
な
る
前
段
の
再
話
で
は
な
く
、
曲
全
体
の
統
一
を
果
た
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

＼
先
此

湖
ミ
ヅ
ウ
ミ

を
不
勢
の
湖
と
申
候
。
又
是
成
松
に
掛
り
た
る
藤
を
．
田
子
の
浦
藤
と
申
て
名
花
に
て
候
．
夫
に
付
︻
多
胡
の
浦
︼
田
子
の

浦
藤
と
申
子
細
は
．
昔
奈
良
御
帝カ

ト

の
御
時
大
伴ト

モ

の
家
持

ヤ
カ
モ
チ

の
ç
．
越
中
の
守
に
て
御
座
有
し
時
．
此
所
へ
御
出
有
．
様
々
御
遊
覧
．
の
折
ふ

し
．
此
藤
今
を
盛
り
と
咲
乱
候
を
御
覧
有
．
春
の
名
残
を
い
と
ゝと

ど

お
も
は
せ
給
ひ
御
寵
愛
被
成
御
酒
宴
有
た
る
と
承
り
て
候
．
去
程
に
此

藤
の
花
是
成
汀
に
影
移
り
．
水
底

ミ
ナ
ソ
コ

清
く
見
へ
候
程
に
．
一
首
の
御
詠
歌
に
．
藤
波
の
．
影
成
海
の
底
清
み
．
し
づ
く
石
を
も
玉
と
我
か
見

る
と
遊
れ
け
れ
は
．
其
時
御
供
に
候
ひ
し
奈ナ

和ハ

丸マ
ロ

と
申
御
方
取
あ
へ
す
．
田
子
の
浦
．
底
さ
へ
匂
ふ
藤
波
を
．
か
さ
し
て
行
む
見
ぬ
人
の

為
と
讀
せ
．
給
ひ
し
よ
り
．
此
所
を
田
子
の
浦
と
申
し
．
夫
よ
り
是
成
る
藤
を
田
子
の
浦
藤
と
申
習
し
候
．

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本(

)

﹄︾

22

ア
イ
扮
す
る
所
の
者
に
よ
り
、
新
た
に
大
伴
家
持
の
詠
歌
と
多
祜
の
浦
が
藤
の
名
所
と
な
っ
た
由
な
ど
が
語
ら
れ
る
。
前
場
に
お
け
る
シ
テ

は
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
前
場
に
お
け
る
シ
テ
の
語
り
だ
け
で
は
、
大
伴
家
持
ら
の
歌
群
に
よ
り
多
祜
の
浦
が
藤
の
名
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所
と
な
っ
た
由
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
場
と
後
場
を
繋
ぐ
間
狂
言
の
間
語
リ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

間
狂
言
が
能
の
核
を
成
す
素
材
を
提
示
し
、
縄
麻
呂
の
﹁
多
祜
の
浦
の
﹂
の
詠
歌
が
本
説
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

能
︿
藤
﹀
間
狂
言
の
詞
章
比
較

狂
言
台
本
の
特
徴
と
し
て
、
時
代
に
よ
る
変
動
の
幅
や
流
派
間
の
差
異
が
、
能
の
謡
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
い
と
い
う
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
能
の
場
合
、
演
技
や
演
出
面
に
お
い
て
大
き
な
違
い
や
変
化
が
あ
っ
て
も
、
台
本
の
異
同
の
幅
は
通
常
き
わ
め
て
小
さ
い
。
狂
言

の
場
合
、
江
戸
初
期
頃
か
ら
流
派
意
識
の
高
揚
な
ど
に
よ
り
、
次
々
と
各
家
で
台
本
が
筆
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
曲
目

で
も
セ
リ
フ
を
は
じ
め
、
登
場
人
物
の
名
称
や
人
数
、
物
語
の
筋
な
ど
に
異
同
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
間
狂
言
は
能
の
一
部
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
内
容
は
能
作
者
の
指
定
を
受
け
た
だ
ろ
う
が
、
狂
言
師
が
独
自
に
創
意
を
加
え
た
り
す
る
部
分
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

能
︿
藤
﹀
の
本
説
は
、﹃
万
葉
集
﹄
の
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
の
詠
歌
で
あ
る
こ
と
が
、
間
狂
言
の
介
在
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
間
狂
言
本

の
詞
章
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
和
歌
の
作
者
﹁
繩
麻
呂
﹂
に
二
通
り
の
表
記
が
見
ら
れ
た
︵
傍
線
は
私
に
よ
る
︶。

①
其
時
御
供
に
候
ひ
し
奈ナ

和ハ

丸マ
ロ

と
申
御
方
取
あ
へ
す
．

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄︾

②
其
の
時
御
供
に
候
ひ
し
な
は
丸
と
申
す
御
方
の
取
敢
へ
ず
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本(

)

﹄︾

23

③
御
供
に
あ
り
し
名
和
丸
と
申
す
人
と
り
あ
へ
ず
。

︽
大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本(

)

﹄︾

24

④
其
時
御
伴
ひ
候
ひ
し
縄
丸
と
申
御
方
ハ
。
越
中
の
亮
に
て
お
わ
し
け
る
が
取
敢
ず
。

︽
鷺
流
﹃
若
林
本(

)

﹄︾

25

⑤
其
時
御
伴
ひ
候
ひ
し
網
丸
と
申
御
方
ハ
越
中
の
亮
に
て
お
わ
し
け
る
が
取
敢
ず

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本(

)

﹄︾

26

⑥
其
時
御
伴
な
ひ
候
ひ
し
網
丸
と
申
御
方
ハ
。
越
中
の
亮
に
て
お
わ
し
け
る
が
取
敢
ず
。

︽
鷺
流
﹃
天
田
本(

)

﹄︾

27

得
平
本
﹁
奈ナ

和ハ

丸マ
ロ

﹂、
狂
言
集
成
本
﹁
な
は
丸
﹂、
森
川
杜
園
本
﹁
名
和
丸
﹂
な
ど
は
音
写
に
よ
る
同
音
異
字
と
い
え
る
。
安
藤
本
﹁
網
丸
﹂
、

天
田
本
﹁
網
丸
﹂
な
ど
は
﹁
縄
﹂
が
字
形
の
よ
く
似
た
﹁
網
﹂
に
誤
写
さ
れ
て
﹁
網
丸
﹂
に
な
っ
た
、
視
覚
的
誤
写
と
い
え
る
。
宝
生
系
の
詞
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章
で
は
他
に
引
用
さ
れ
る
和
歌
と
同
様
に
作
者
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
観
世
流
の
詞
章
に
お
け
る
縄
麻
呂
の
言
明
は
明
和
本
の
改
正
時
の

措
置
と
思
わ
れ
、
能
︿
藤
﹀
の
本
説
の
和
歌
の
作
者
に
つ
い
て
言
明
す
る
の
は
、
本
来
ア
イ
の
役
割
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
和
泉
流

や
大
蔵
流
の
間
狂
言
本
で
は
縄
麻
呂
の
役
職
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
鷺
流
で
は
﹁
越
中
の
亮
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
史
実
的
に
は

誤
り
で
あ
る
。

大
伴
家
持
や
縄
麻
呂
ら
の
布
勢
水
海
遊
覧
の
際
に
競
作
さ
れ
た
歌
以
降
、
多
祜
の
浦
や
藤
が
、
越
中
国
を
代
表
す
る
歌
枕
と
な
っ
て
後
世
の

歌
人
た
ち
に
歌
い
継
が
れ
、
数
多
く
の
歌
集
に
登
場
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。

①
田
子

(
マ
マ
)

の
浦
．
底
さ
へ
匂
ふ
藤
波
を
．
か
さ
し
て
行
む
見
ぬ
人
の
為
と
讀
せ
．
給
ひ
し
よ
り
．
此
所
を
田
子

(
マ
マ
)

の
浦
と
申
し
．
夫
よ
り
是
成

る
藤
を
田
子
の
浦
藤
と
申
習
し
候
．

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄︾

②
多

枯
(マ
マ
)

の
浦
。
底
さ
へ
匂
ふ
藤
浪
を
。
か
ざ
し
て
ゆ
か
ん
見
ぬ
人
の
為
と
。
詠
ま
せ
給
ひ
し
よ
り
。
此
の
處
を
多
枯
の
浦
と
申
し
。
そ

れ
よ
り
こ
れ
な
る
藤
を
。
多
枯
の
浦
藤
と
申
し
な
ら
は
し
候

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄︾

③
多
祜
の
浦
底
さ
へ
見
ゆ
る
藤
波
を
か
ざ
し
て
行
か
ん
見
ぬ
人
の
た
め
と
。
か
や
う
に
詠
ま
れ
た
る
と
申
す
。︽

大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本
﹄︾

④
多

枯
(マ
マ
)

の
浦
底
さ
へ
匂
ふ
藤
波
を
。
か
さ
し
て
行
ん
見
ぬ
人
の
た
め
と
読
給
ひ
し
よ
り
。
此
所
を
多
枯
の
浦
と
も
。
又
多
枯
の
浦
ふ
し

共
申
由
承
及
ひ
て
候
。

︽
鷺
流
﹃
若
林
本
﹄︾

⑤
多

枯
(マ
マ
)

の
浦
底
さ
へ
匂
ふ
藤
の
花
か
さ
し
て
行
ん
見
ぬ
人
の
為
と
よ
み
玉
ひ
し
よ
り
此
處
を
多
枯
の
浦
と
も
又
多
枯
の
浦
藤
と
も
申
由

承
り
及
て
候

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本
﹄︾

⑥
多

枯
(マ
マ
)

の
浦
底
さ
へ
匂
ふ
藤
波
を
。
か
ざ
し
て
行
ん
見
ぬ
人
の
為
。
と
詠
ミ
給
ひ
し
よ
り
。
此
所
を
多
枯
の
浦
と
も
。
又
多
枯
の
浦
藤

と
も
申
由
承
り
及
て
候
。

︽
鷺
流
﹃
天
田
本
﹄︾

和
泉
流
で
は
縄
麻
呂
の
歌
の
影
響
に
よ
り
、
こ
の
地
を
﹁
田
子

(
マ
マ
)

の
浦
﹂
と
、
藤
の
花
を
﹁
田
子

(
マ
マ
)

の
浦
藤
﹂
と
言
い
習
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
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と
が
語
ら
れ
る
。
大
蔵
流
で
は
、
歌
の
紹
介
の
み
で
、
多
祜
の
浦
や
多
祜
の
浦
藤
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
い
。
鷺
流
で
は
縄
麻
呂
の
歌
の
影

響
に
よ
り
、
こ
の
地
を
﹁
多
枯

(マ
マ
)

の
浦
﹂
と
も
﹁
多
枯

(マ
マ
)

の
浦
藤
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

万
葉
歌
人
の
大
伴
家
持
や
そ
の
詠
歌
に
つ
い
て
、
宝
生
系
詞
章
や
観
世
系
詞
章
な
ど
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
。
間
狂
言
に
よ
っ
て
初
め
て
、
家

持
の
詠
歌
﹁
藤
波
の

影
な
す
海
の

底
清
み

沈
く
石
を
も

玉
と
そ
我
が
見
る(

)

﹂
や
多
祜
の
浦
藤
と
の
関
わ
り
が
紹
介
さ
れ
る
。

28

①
し
か
の
み
な
ら
す
家
持
の
ç
は
．
万
葉
集
の
作
者
と
聞
ゆ
る
哥
人
に
て
御
座
候
．
故
其
後
代
々
の
集
に
も
．
田
子

(
マ
マ
)

の
浦
ふ
じ
と
讀
た
る

哥
．
あ
ま
た
有
よ
し
承
り
及
て
候
．

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄︾

②
し
か
の
み
な
ら
ず
。
家
持
の
ç
は
。
萬
葉
集
の
作
者
と
聞
こ
ゆ
る
歌
人
に
て
お
は
し
ま
す
故
。
其
の
後
代
々
の
集
に
も
、
多

枯
(マ
マ
)

の
浦

藤
と
詠
み
た
る
歌
は
。
數
多
あ
る
由
聞
及
び
て
候
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄︾

③
そ
れ
よ
り
帝
に
も
。
多
祜
の
浦
と
申
す
御
歌
數
多
く
御
座
あ
る
由
承
り
候
。

︽
大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本
﹄︾

④
誠
に
何
国
の
藤
よ
り
も
し
な
ひ
永
く
別
し
て
色
深
く
。
世
々
の
集
の
歌
人
も
数
多
詠
置
れ
た
る
と
申
習
由
。

︽
鷺
流
﹃
若
林
本
﹄︾

⑤
誠
に
何
国
の
藤
よ
り
も
し
な
ひ
永
く
別
し
て
色
深
く
世
々
の
集
め
の
歌
人
も
数
多
詠
置
れ
た
る
と
申
習
す

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本
﹄︾

⑥
誠
ニ
何
国
の
藤
よ
り
も
し
な
ひ
永
く
別
し
て
色
深
く
。
代
々
の
集
の
歌
人
も
数
多
詠
置
れ
た
る
由
承
る
。

︽
鷺
流
﹃
天
田
本
﹄︾

こ
こ
で
の
間
語
リ
の
役
割
は
地
方
喧
伝
で
あ
る
。
和
泉
流
で
は
、
多
祜
の
浦
の
藤
が
万
葉
歌
人
の
家
持
の
影
響
に
よ
り
後
世
の
歌
人
た
ち
に

も
歌
い
継
が
れ
、
数
多
く
の
歌
集
に
登
場
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
大
蔵
流
で
は
、
多
祜
の
浦
が
帝
の
詠
歌
に
も
数
多
く
登
場
す
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
る
。
鷺
流
で
は
、
ど
こ
よ
り
も
多
祜
の
浦
の
藤
の
花
房
が
長
く
色
が
深
い
た
め
、
後
世
の
歌
人
た
ち
に
も
歌
い
継
が
れ
、
数
多
く
の

歌
集
に
登
場
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。

シ
テ
に
ま
つ
わ
る
謂
れ
な
ど
を
ワ
キ
僧
に
対
し
て
物
語
る
間
語
リ
の
終
盤
に
お
い
て
も
、
流
派
間
の
詞
章
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。

①
唯
今
は
遠ヲ

ン

國
の
事
な
れ
は
．
誰
見
る
人
も
な
く
候
．
か
様
の
物
語
も
．
古
き
人
の
申
傳
た
る
斗
に
候
＼
最
前
申
如
く
委
敷
は
存
せ
す
候

へ
共
先
我
等
の
承
り
及
た
る
通
御
物
語
申
て
候
が
扨
お
尋
は
如
何
様
成
御
事
に
て
候
そ

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄︾
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②
唯
今
は
遠
國
の
事
な
れ
ば
誰
れ
見
る
人
も
な
く
候
。
か
様
の
物
語
も
古
き
人
の
申
傳
へ
た
る
ば
か
り
に
て
候
。
最
前
申
す
如
く
。
委
し

き
事
は
存
ぜ
ず
候
へ
ど
も
。
先
づ
我
等
の
承
及
び
た
る
通
り
御
物
語
申
し
て
候
が
。
さ
て
お
尋
ね
は
い
か
様
な
る
御
事
に
て
候
ぞ
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄︾

③
遠
國
の
事
な
れ
ば
誰
見
る
者
も
な
く
候
。
ま
づ
我
等
の
承
り
及
び
た
る
は
か
く
の
如
く
に
て
御
座
候
が
。
何
と
思
し
召
し
御
尋
ね
な
さ

れ
候
ぞ
。
近
頃
不
審
に
存
じ
候

︽
大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本
﹄︾

④
併
遠
国
の
事
な
れ
バ
。
誰
有
ツ
︵
て
︶
打
続
き
詠
ず
る
人
も
な
く
。
毎
年
我
等
如
き
の
見
申
迄
に
て
委
細
の
事
ハ
存
せ
ず
候
が
古
き
者

共
の
申
傳
る
通
り
を
。
先
物
語
り
仕
り
た
る
が
。
何
と
思
召
て
お
尋
あ
り
た
る
ぞ
不
審
に
存
候

︽
鷺
流
﹃
若
林
本
﹄
︾

⑤
併
遠
国
の
事
な
れ
バ
誰
有
つ
て
打
続
き
詠
す
る
人
も
な
く
毎
年
我
等
如
き
の
見
申
迄
に
て
委
細
の
事
ハ
存
ぜ
す
候
が
古
き
者
共
の
申
傳

へ
通
り
を
先
物
語
仕
た
る
が
何
と
思
召
て
御
尋
有
た
る
そ
不
審
に
存
候

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本
﹄︾

⑥
乍
併
遠
国
の
事
な
れ
バ
。
誰
有
ツ
て
打
続
き
詠
ず
る
人
も
な
く
。
毎
年
我
等
如
き
の
見
申
迄
に
て
。
委
細
の
事
ハ
不
存
候
が
。
古
き
者

共
の
申
傳
る
通
り
を
。
物
語
り
仕
り
た
る
が
。
何
と
思
召
て
御
尋
被
成
た
る
ぞ
。
不
審
ニ
存
候

︽
鷺
流
﹃
天
田
本
﹄
︾

和
泉
流
や
大
蔵
流
で
は
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
多
祜
の
浦
藤
を
誰
も
見
る
者
が
い
な
い
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
鷺
流
で
は
、
都
か
ら

遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、
多
祜
の
浦
の
藤
に
つ
い
て
う
ち
続
き
詠
じ
る
者
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

ア
イ
扮
す
る
所
の
者
は
、
ワ
キ
僧
が
藤
の
精
と
出
会
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
藤
の
精
が
姿
を
現
し
た
理
由
を
推
量
し
、
重
ね
て
奇
特
を
待
つ
よ

う
言
い
置
い
て
退
場
す
る
。

①
＼
是
は
奇
特
成
事
を
承
り
候
者
哉
．
某
推
量
仕
る
に
お
僧
の
御
心
中
貴
う
ま
し
ま
す
に
よ
り
御
法ノ

リ

を
請
佛
果ク

ハ

を
得
ん
と
思
ひ
此
花
の
精

女
ヲ
ン
ナ

と
現
れ

声
言
葉
を
か
は
し
た
る
と
存
候
聞
．
今
宵
は
此
所
に
御
逗
留
有
．
有
か
た
き
御
経
を
も
御
と
く
し
ゆ
な
さ
れ
．
重
て
奇

特
を
御
覧
あ
れ
か
し
と
存
候

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄︾

②
＼
こ
れ
は
奇
特
な
る
事
を
承
り
候
も
の
か
な
。
某
推
量
仕
る
に
。
お
僧
の
ご
心
中
貴
う
ま
し
ま
す
に
よ
り
。
御
法
を
受
け
佛
果
を
得
ん
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と
思
ひ
。
此
の
花
の
精
女
と
現
れ
。
聲
言
葉
を
交
し
た
る
と
存
じ
候
間
。
今
宵
は
此
の
處
に
御
逗
留
あ
り
。
有
難
き
御
法
を
も
御
讀
誦

な
さ
れ
。
重
ね
て
奇
特
を
御
覧
あ
れ
か
し
と
存
じ
候
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄︾

③
狂
言
﹁
こ
れ
は
奇
特
な
る
事
を
承
り
候
も
の
か
な
。
さ
て
は
藤
の
精
人
間
と
現
れ
。
御
物
語
致
し
た
る
と
存
じ
候
間
。
暫
く
御
逗
留
あ

り
。
草
木
成
佛
の
御
法
を
な
し
。
重
ね
て
奇
特
を
御
覧
あ
れ
か
し
と
存
じ
候

︽
大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本
﹄︾

④
是
ハ
奇
特
成
事
仰
ら
る
ヽ
物
哉
。
当
浦
ハ
代
に
隠
れ
な
き
藤
の
名
所
な
る
に
貴
き
お
僧
此
辺
へ
御
越
成
さ
れ
。
浦
の
気
色
を
詠
め
給

ひ
。
殊
に
此
藤
に
心
を
付
ら
れ
た
る
に
よ
り
。
非
精
と
ハ
申
な
が
ら
此
藤
に
限
り
。
古
へ
よ
り
様
々
哥
に
も
詠
み
置
れ
た
る
程
の
。
名

高
き
今
に
□
せ
ぬ
か
つ
ら
な
れ
バ
佛
果
の
縁
を
な
し
度
存
。
仮
に
女
と
現
じ
。
詞
を
替
し
た
る
と
存
す
る
間
。
暫
く
是
に
御
逗
留
あ

り
。
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
御
法
を
遊
ハ
し
。
重
て
奇
特
を
御
覧
あ
れ
か
し
と
存
ず
る

︽
鷺
流
﹃
若
林
本
﹄︾

⑤
是
ハ
奇
特
な
る
事
を
仰
ら
る
ヽ
物
か
な
当
浦
ハ
世
に
隠
れ
な
き
藤
の
名
所
な
る
に
貴
き
お
僧
此
辺
え
御
越
な
さ
れ
浦
の
気
色
を
詠
め
玉

ひ
殊
に
此
藤
に
心
を
付
ら
れ
た
る
に
依
非
精
と
ハ
申
な
か
ら
此
藤
に
限
り
古
え
よ
り
様
々
哥
に
も
詠
置
れ
た
る
程
□
の
名
高
く
今
に
絶

せ
ぬ
か
つ
ら
な
れ
ハ
佛
果
の
縁
を
印
度
存
仮
に
女
と
顕
じ
詞
を
替
し
た
る
と
存
る
間
暫
く
是
に
御
逗
留
あ
り
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
御

法
を
遊
ハ
し
重
て
奇
特
を
御
覧
あ
れ
か
し
と
存
す
る

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本
﹄︾

⑥
是
ハ
奇
特
成
事
を
仰
ら
る
ヽ
物
か
な
。
当
浦
ハ
世
ニ
隠
れ
な
き
藤
の
名
所
な
る
に
。
貴
き
お
僧
の
此
辺
へ
御
越
被
成
。
浦
の
気
色
を
詠

め
玉
ひ
。
殊
ニ
此
藤
ニ
心
を
付
ら
れ
た
る
ニ
依
。
非
精
と
ハ
申
乍
ら
此
藤
ニ
限
り
。
古
へ
よ
り
様
々
哥
に
も
詠
ミ
お
か
れ
。
今
ニ
名
高

き
か
つ
ら
な
れ
バ
。
佛
果
の
縁
を
な
し
度
存
。
仮
ニ
女
と
現
じ
。
詞
を
替
し
た
る
と
存
る
間
。
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
御
法
を
あ
そ
バ

し
。
重
て
奇
特
を
御
覧
あ
れ
か
し
と
存
る

︽
鷺
流
﹃
天
田
本
﹄
︾

和
泉
流
で
は
、
ア
イ
扮
す
る
所
の
者
は
ワ
キ
僧
の
心
中
が
尊
い
た
め
、
成
仏
の
証
果
を
得
る
た
め
に
藤
の
精
が
女
の
姿
で
現
れ
た
と
推
量
し
、

﹁
有
か
た
き
御
経
﹂
を
読
誦
す
る
よ
う
勧
め
る
。
大
蔵
流
で
は
、
僧
の
徳
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
草
木
の
よ
う
な
も
の
で
も
仏
性
を
具
え
て
お

り
成
仏
で
き
る
と
す
る
﹁
草
木
成
仏
﹂
の
御
法
を
捧
げ
る
よ
う
勧
め
る
。
鷺
流
で
は
ア
イ
扮
す
る
所
の
者
は
、
多
祜
の
浦
が
藤
の
名
所
で
あ
る
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た
め
﹁
貴
き
お
僧
﹂
が
や
っ
て
来
て
、
有
名
な
﹁
常
盤
成(

)

﹂
の
古
歌
を
口
ず
さ
む
な
ど
、
藤
に
心
を
つ
け
ら
れ
た
た
め
に
藤
の
精
が
女
の
姿
で
現

29

れ
た
と
推
量
す
る
。
そ
し
て
、
古
く
か
ら
歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
名
高
い
﹁
此
藤
に
限
り
﹂、
成
仏
の
証
果
を
得
る
た
め
に
藤
の
精
が
女
の
姿
で
現

れ
、
無
心
の
も
の
す
べ
て
仏
性
を
具
え
て
い
て
成
仏
で
き
る
と
す
る
﹁
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
﹂
の
御
法
を
捧
げ
る
よ
う
勧
め
る
。

間
狂
言
本
の
書
写
に
関
し
、
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄
や
﹃
狂
言
集
成
本
﹄
で
は
音
写
に
よ
る
同
音
異
字
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
鷺
流
の
﹃
若
林

本
﹄、﹃
安
藤
本
﹄、﹃
天
田
本
﹄
で
は
、
よ
く
似
た
字
が
宛
て
ら
れ
る
視
覚
的
誤
写
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
台
本
の
筆
録
の
あ
り
方
が
、
時
代
や

流
派
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
本
文
異
同
か
ら
、
和
泉
、
大
蔵
、
鷺
の
流
派
間
の
差
異
を
は
っ
き
り
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
和
泉
流
の
間
語
リ
で
は
、
多
祜
の

浦
と
い
う
地
方
喧
伝
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
間
語
リ
に
よ
っ
て
多
祜
の
浦
の
藤
が
、
万
葉
歌
人
の
家
持
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
後
世
の
歌
人
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
大
蔵
流
で
は
、
多
祜
の
浦
が
帝
の
詠
歌
に
も
数
多
く
登
場
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
和
泉
流
や

鷺
流
の
間
語
リ
と
比
べ
る
と
地
方
喧
伝
色
が
薄
い
。
鷺
流
で
は
多
祜
の
浦
藤
の
賛
美
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
多
祜
の
浦
藤
の
花
房
が
ど
こ

よ
り
も
長
く
色
が
深
い
た
め
、
後
世
の
歌
人
た
ち
に
も
歌
い
継
が
れ
、
数
多
く
の
歌
集
に
登
場
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
和
泉
流
で
は

現
在
の
多
祜
の
浦
藤
に
つ
い
て
﹁
唯
今
は
遠ヲ

ン

國
の
事
な
れ
は
．
誰
見
る
人
も
な
く
候
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
鷺
流
で
は
﹁
併
遠
国
の

事
な
れ
バ
。
誰
有
ツ
︵
て
︶
打
続
き
詠
ず
る
人
も
な
く
﹂
と
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
多
祜
の
浦
藤
に
つ
い
て
歌
を
詠
む
人
が
い
な
く

な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
鷺
流
で
は
多
祜
の
浦
藤
と
い
う
名
花
の
喧
伝
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

能
︿
藤
﹀
は
地
方
色
の
濃
い
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
宝
生
系
の
名
所
づ
く
し
の
道
行
文
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
能
︿
藤
﹀
の
間
狂

言
は
本
説
の
提
示
と
地
方
喧
伝
と
い
う
二
つ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
間
語
リ
に
よ
っ
て
、
本
説
和
歌
の
作
者
名
や
多
祜
の
浦
が
藤
花
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の
名
所
と
な
っ
た
由
来
、
万
葉
歌
人
大
伴
家
持
と
の
関
わ
り
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

江
戸
前
期
に
大
蔵
虎
明
が
著
し
た
狂
言
の
芸
道
論
で
あ
る
﹃
わ
ら
ん
べ
草
﹄
に
、
間
狂
言
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る(

)

。
30

當
世
ハ
、
間
に
こ
び
た
る
事
を
云
を
、
他
に
本
と
す
。
わ
が
家
に
ハ
、
能
一
番
の
あ
ら
ま
し
、
下
々
迄
も
、
合
点
の
ゆ
く
や
う
に
、
文
字

の
こ
ゑ
に
て
云
ハ
あ
し
ゝ
、
よ
ミ
に
て
、
み
ゝ
ち
か
き
や
う
に
云
が
な
ら
ひ
也
⋮
⋮
︽
中
略
︾
⋮
⋮
先
間
ハ
、
十
番
が
九
番
も
、
在
所
の
、

い
や
し
き
者
か
、
山
賤
の
や
う
な
る
た
ぐ
ひ
な
れ
ば
、
是
以
其
者
の
、
相
應
に
云
事
な
ら
ひ
也
、
し
か
る
を
、
去
人
、
こ
び
た
る
事
を
い

ひ
た
が
り
、
知
者
を
賴
、
ば
せ
を
の
間
に
、
謡
の
抄
に
あ
る
、
ほ
う
げ
ん
こ
う
が
古
事
を
云
し
事
、
智
惠
を
か
り
た
る
し
る
し
也

江
戸
中
期
の
作
で
あ
る
能
︿
藤
﹀
の
間
狂
言
は
、
本
説
和
歌
の
作
者
で
あ
る
縄
麻
呂
に
つ
い
て
、
典
拠
の
あ
る
内
容
を
語
る
。
こ
れ
は
虎
明

の
嫌
う
﹁
こ
び
た
る
事
﹂
で
、﹁
能
一
番
の
あ
ら
ま
し
、
下
々
迄
も
、
合
点
の
ゆ
く
や
う
﹂
に
教
え
る
解
説
役
を
担
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
虎
明

の
時
代
の
初
期
の
間
狂
言
は
、も
っ
と
簡
易
な
語
り
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
能
作
者
の
指
定
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
間
狂
言
の
詞
章
も
、

狂
言
師
が
﹁
知
者
﹂
に
知
恵
を
借
り
た
り
、
独
自
に
創
意
を
加
え
た
り
し
な
が
ら
、
流
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
︵

︶
間
狂
言
は
能
の
一
部
で
あ
っ
て
能
の
研
究
の
中
で
も
扱
わ
れ
る
。
西
村
聡
氏
﹁
作
品
研
究
﹃
藤
﹄﹂︵
二
三
頁
﹃
観
世
﹄
昭
和
六
十
二
年
六
月
号
、
桧

1
書
店
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
︶
で
は
、
こ
の
能
が
﹁
間
狂
言
の
介
在
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
背
景
の
本
説
が
意
識
さ
れ
る
﹂
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
そ
の
﹁
背
景
﹂
を
鮮
明
に
と
ら
え
た
い
。

︵

︶
田
中
允
編
﹃
未
刊
謡
曲
集
十
八

古
典
文
庫
第
二
九
二
冊
﹄
古
典
文
庫
、
昭
和
四
十
六
年
九
月
。

2
︵

︶
佐
成
謙
太
郎
著
﹃
謡
曲
大
観
﹄
第
四
巻
、
明
治
書
院
、
昭
和
六
年
二
月
。

3
︵

︶
松
浦
静
山
著
﹃
甲
子
夜
話
続
篇
﹄︵
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
﹃
甲
子
夜
話
続
篇
１
﹄
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
八
月
︶
に
﹁
こ
の
初
春
︹
戊
子
︺
宝

4
生
大
夫
が
許
に
能ノ

ウ

を
見
に
往
し
が
、
大
夫
は
藤フ

ヂ

を
為
た
り
。
こ
れ
は
外
の
坐
に
無
き
能ノ

ウ

な
り
。﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

︵

︶
﹃
明
和
改
正
謡
本
﹄︵
五
番
綴
。
二
一
〇
曲
︶
は
、
そ
れ
ま
で
の
観
世
流
謡
本
の
詞
章
を
大
幅
に
改
訂
し
た
も
の
で
、
と
り
わ
け
異
色
の
存
在
で
あ
る
。

5
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こ
の
謡
本
を
刊
行
し
た
の
は
、
十
五
世
観
世
大
夫
元
章
で
あ
る
が
、
極
端
な
改
訂
は
不
評
で
元
章
の
没
後
は
旧
に
復
し
た
。
能
︿
藤
﹀
は
同
本
が
廃
止

後
、
関
西
以
外
で
は
演
じ
ら
れ
ず
、
江
戸
末
期
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
現
行
曲
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

︵

︶
次
官
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
・
巻
第
十
九
・
四
二
〇
〇
︵
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
治
之
校
注
・
訳
﹃
万
葉
集
４

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
９
﹄

6
小
学
館
、
一
九
九
六
年
八
月
︶。

︵

︶
西
村
聡
著
﹁
作
品
研
究
﹃
藤
﹄﹂︵
二
三
頁
﹃
観
世
﹄
昭
和
六
十
二
年
六
月
号
、
桧
書
店
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
︶。

7
︵

︶
夢
幻
能
と
は
能
の
分
類
名
で
、﹁
現
在
能
﹂
と
対
立
し
て
能
を
二
大
別
す
る
。
超
現
実
的
存
在
の
主
人
公
︵
シ
テ
が
神
、
故
人
の
霊
、
物
の
精
な
ど
︶

8
が
、
名
所
を
訪
れ
た
旅
人
︵
ワ
キ
が
僧
侶
や
勅
使
︶
に
、
そ
の
地
に
ま
つ
わ
る
物
語
や
身
の
上
を
語
る
と
い
う
筋
立
て
を
持
つ
。
夢
幻
能
の
多
く
は
前

後
二
場
に
分
か
れ
、
同
一
人
物
が
前
場
は
人
間
の
姿
︵
化
身
︶
で
、
後
場
は
あ
り
し
日
の
姿
︵
本
体
︶
で
登
場
す
る
。

︵

︶
間
狂
言
は
﹁
ア
イ
﹂
と
も
言
い
、
能
の
中
で
狂
言
方
が
演
ず
る
芸
や
役
の
こ
と
を
言
う
。
最
も
一
般
的
な
の
は
、
二
場
物
の
能
で
前
シ
テ
の
退
場
後
、

9
後
シ
テ
の
登
場
ま
で
の
間
を
つ
な
ぐ
役
で
、
次
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

ⅰ

間
語
リ
︵
語
リ
間
︶
⋮
⋮
シ
テ
の
扮
す
る
役
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
、
ワ
キ
の
問
い
に
答
え
て
語
り
聞
か
せ
る
。

ⅱ

立
シ
ャ
ベ
リ
間
⋮
⋮
⋮
⋮
ワ
キ
と
没
交
渉
で
、
名
ノ
リ
座
で
立
っ
た
ま
ま
独
白
形
式
で
物
語
を
す
る
。

ⅲ

末
社
間
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
主
と
し
て
脇
能
で
、
狂
言
方
の
扮
す
る
末
社
の
神
が
、
シ
テ
の
扮
す
る
神
の
徳
を
た
た
え
る
。

ⅳ

早
打
間
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
多
く
早
鼓
の
囃
子
で
登
場
し
、
事
件
の
急
を
知
ら
せ
る
。

︵

︶
宝
生
系
吉
川
本
に
出
て
く
る
﹁
多
枯
の
浦
﹂
や
﹁
田
子
の
浦
﹂
は
多
祜
の
浦
の
こ
と
で
あ
る
。
多
祜
の
浦
は
越
中
国
の
歌
枕
で
、
現
在
の
富
山
県
氷

10
見
市
上
田
子
や
下
田
子
辺
り
と
推
定
さ
れ
る
。

︵

︶
紀
貫
之
﹁
と
き
は
な
る

ま
つ
の
な
た
て
に

あ
や
な
く
も

か
か
れ
る
ふ
ち
の

さ
き
て
ち
る
か
な
﹂︵﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
巻
上
・
藤
・
一
三
六
︶。

11
こ
の
歌
は
﹃
貫
之
集
﹄︵
第
二
・
九
九
︶
や
﹃
続
古
今
和
歌
集
﹄︵
巻
二
・
春
下
・
一
七
二
︶
な
ど
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

︵

︶
藤
原
房
実
﹁
た
こ
の
う
ら
や

み
き
は
の
ふ
ち
の

さ
き
し
よ
り

う
つ
ろ
ふ
な
み
そ

い
ろ
に
い
て
け
る
﹂︵﹃
後
拾
遺
和
歌
集
﹄
巻
二
・
春
下
・

12
一
五
〇
︶。

︵

︶
﹃
風
姿
花
傳
﹄﹁
花
傳
第
六
花
修
云
﹂︵
三
七
八
頁
、
久
松
潜
一
・
西
尾
實
校
注
﹃
歌
論
集
・
能
楽
論
集

日
本
古
典
文
学
大
系

﹄
岩
波
書
店
、
昭

13

65

和
三
十
五
年
九
月
︶。
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︵

︶
注
５
。

14
︵

︶
注
４
。

15
︵

︶
能
︿
藤
﹀
の
作
者
に
つ
い
て
、
明
和
二
︵
一
七
六
五
︶
年
に
元
章
が
著
し
た
﹃
二
百
拾
番
謡
目
録
﹄
に
は
日
吉
四
郎
次
郎
安
清
︵
後
の
佐
阿
弥
︶
の

16
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
佐
阿
弥
の
活
躍
し
た
室
町
中
期
の
演
能
記
録
や
謡
本
に
こ
の
曲
名
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
西
野
春
男
氏
は

﹃
鷺
流
狂
言
伝
書
宝
暦
名
女
川
本
﹄
の
注
記
を
も
と
に
南
部
備
後
守
信
恩
の
作
と
す
る
そ
の
伝
え
を
信
ず
る
べ
き
理
由
を
考
証
し
た
︵
西
野
春
雄
﹁
享

保
前
後
の
新
作
曲
︱
︱
近
世
謡
曲
史
考
︱
︱
﹂、﹃
能
楽
研
究
﹄
７
、
一
九
八
二
年
三
月
︶。

︵

︶
表
章
氏
は
﹃
能
之
訓
蒙
図
彙
﹄︵
表
章
校
訂
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
﹃
能
楽
資
料
集
成

能
之
訓
蒙
図
彙
﹄
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
五
十
五
年
八

17

10

月
︶
の
解
説
で
﹁
筑
波
大
学
本
﹂
に
つ
い
て
、

筑
波
大
学
図
書
館
蔵
の
江
戸
初
期
書
写
と
認
め
ら
れ
る
大
蔵
流
間
狂
言
本
は
、
末
尾
に
﹁
西
村
弥
三
左
衛
門
﹂
と
署
名
が
あ
っ
た
︵
所
持
を
示
す

ら
し
い
位
置
︶
の
を
墨
筆
で
抹
消
し
て
あ
る
が
、
そ
の
西
村
弥
三
左
衛
門
の
名
が
狂
言
之
分
の
﹁
村
田
平
右
衛
門
﹂
の
項
に
そ
の
師
と
し
て
見
え

て
い
る
。﹃
京
羽
二
重
﹄
に
は
﹁
舟
橋
南
通
堀
川
東
へ
入
﹂
と
し
て
彼
の
名
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
貞
享
二
年
十
一
月
に
は
健
在
だ
っ
た
の
が

貞
享
四
年
四
月
に
は
故
人
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
貞
享
年
間
以
前
の
大
蔵
流
台
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

︵

︶
田
口
和
夫
校
訂
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
﹃
能
楽
資
料
集
成

貞
享
年
間

大
蔵
流
間
狂
言
本
二
種
﹄︵
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
︶。

18

15

﹃
能
楽
資
料
集
成

貞
享
年
間

大
蔵
流
間
狂
言
本
二
種
︵
続
︶﹄︵
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
︶。

16

︵

︶
田
口
和
夫
校
訂
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
﹃
能
楽
資
料
集
成

貞
享
年
間

大
蔵
流
間
狂
言
本
二
種
︵
続
︶﹄︵
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
六
十
三
年

19

16

六
月
︶。

︵

︶
飯
塚
恵
理
人
氏
が
﹁︹
翻
刻
︺
名
古
屋
狂
言
共
同
社
蔵

山
脇
和
泉
家
伝
来
九
冊
組
間
狂
言
本
︵
一
︶﹂︵﹃
名
古
屋
芸
能
文
化
﹄
第
十
三
号
、
名
古
屋

20
芸
能
文
化
会
、
平
成
十
五
年
十
二
月
︶
の
解
説
で
﹁﹃
共
同
社
本
﹄
は
山
脇
和
泉
家
に
伝
来
し
、
和
泉
家
家
元
で
あ
っ
た
佐
藤
清
次
郎
氏
か
ら
、
井
上
礼

之
助
師
を
通
し
て
共
同
社
に
も
た
ら
さ
れ
た
﹂
と
来
歴
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
﹁
奥
書
等
は
な
い
が
、
内
容
か
ら
考
え
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
和
泉

流
の
間
狂
言
本
の
中
で
最
古
に
属
す
る
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
﹂
と
記
し
て
い
る
が
、
セ
リ
フ
の
言
い
回
し
や
本
文
の
構
成
な
ど
か
ら
大
蔵
流
の

間
狂
言
本
だ
と
い
え
る
。
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︵

︶
北
川
忠
彦
著
﹁
初
期
間
狂
言
の
形
態
﹂︵
十
二
頁
﹃
国
語
国
文
﹄
二
三
巻
四
号
、
中
央
図
書
出
版
社
、
一
九
五
四
年
四
月
︶。

21
︵

︶
﹁
山
脇
得
平
本
間
之
本
﹂、
通
称
﹁
得
平
本
﹂。
江
戸
末
期
写
。
狂
言
共
同
社
、
佐
藤
友
彦
氏
蔵
。
山
脇
藤
左
衛
門
家
九
世
の
山
脇
得
平
の
手
に
よ
る
。

22
間
狂
言
本
詞
章
比
較
の
底
本
と
し
て
用
い
た
。
原
本
に
よ
る
。

︵

︶
﹁
三
宅
庄
一
手
沢
本
﹂、
通
称
﹁
狂
言
集
成
本
﹂。
江
戸
末
期
写
。［
翻
刻
］
野
々
村
戒
三
、
安
藤
常
次
郎
著
﹃
狂
言
集
成
﹄︵
春
陽
堂
、
昭
和
六
年
七

23
月
︶。

︵

︶
﹁
森
川
杜
園
旧
蔵
本
﹂、
通
称
﹁
森
川
杜
園
本
﹂。
推
定
寛
政
頃
写
。［
翻
刻
］
佐
成
謙
太
郎
著
﹃
謡
曲
大
観
﹄
第
四
巻
︵
明
治
書
院
、
昭
和
六
年
二
月
︶
。

24
︵

︶
﹁
真
野
町
若
林
義
太
郎
氏
所
蔵
間
狂
言
本
﹂、
通
称
﹁
若
林
本
﹂。
上
下
二
分
冊
で
、
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
鷺
流
間
狂
言
上
﹂、
﹁
鷺
流
間
狂
言
下
﹂

25
の
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
二
三
二
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂
言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二

月
︶。

︵

︶
﹁
両
津
市
安
藤
春
雄
氏
所
蔵
間
狂
言
本
﹂、
通
称
﹁
安
藤
本
﹂。
安
藤
家
所
蔵
の
間
狂
言
本
は
﹁
間
と
ワ
キ
﹂、﹁
間
の
み
﹂、﹁
ワ
キ
の
み
﹂
の
三
種
類

26
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
間
狂
言
本
に
は
表
題
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
本
文
最
終
丁
に
﹁
明
治
三
六
年
文
月
こ
れ
を
写
す

持
主
恵
比
須
町

安
藤
幸
彦
﹂

と
あ
る
。
二
〇
一
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂
言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二
月
︶。

︵

︶
﹁
両
津
市
天
田
保
氏
所
蔵
間
狂
言
本
﹂、
通
称
﹁
天
田
本
﹂。
和
綴
袋
と
じ
一
冊
本
で
、
表
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
三
河
湖
翁
で
﹁
明
治
四

27
一
年
五
月
、
七
五
歳
の
時
に
天
田
狂
楽
の
乞
い
に
よ
り
書
写
﹂
と
あ
る
。
一
八
五
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂

言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二
月
︶。

︵

︶
守
大
伴
宿
禰
家
持
・
巻
第
十
九
・
四
一
九
九
︵
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
治
之
校
注
・
訳
﹃
万
葉
集
４

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
９
﹄
小
学

28
館
、
一
九
九
六
年
八
月
︶。

︵

︶
注

。

29

11

︵

︶
大
蔵
虎
明
著
﹁
＼
二
十
一
段
﹂︵
一
三
六
頁
、
笹
野
堅
校
訂
﹃
わ
ら
ん
べ
草
﹄、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
七
年
八
月
︶。

30
︹
付
記
︺
鷺
流
間
狂
言
本
の
資
料
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
十
一
日
に
急
逝
さ
れ
た
山
梨
大
学
の
橋
本
朝
生
先
生
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
教
示
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
非
常
勤
講
師
︶
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能
︿
藤
﹀
間
狂
言
本
の
記
事
別
異
同
対
照
表

︵
一
︶
書
誌
及
び
台
本
の
分
類

現
在
入
手
で
き
る
間
狂
言
本
の
記
事
別
異
同
対
照
表
を
、
間
狂
言
で
語
ら
れ
る
内
容
の
時
代
や
流
儀
に
よ
る
変
遷
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
成
し
た
。
比
較
表
で
用
い
た
台
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
簡
単
な
解
説
と
と
も
に
列
挙
す
る
。
︽

︾
内
は
本
文
で
用
い
た
略
称

で
あ
る
。

和
泉
流

①
山
脇
得
平
本
間
之
本
︽
得
平
本
︾
江
戸
末
期
写
。
狂
言
共
同
社
、
佐
藤
友
彦
氏
蔵
。
山
脇
藤
左
衛
門
家
九
世
の
山
脇
得
平
の
手
に
よ
る
。
間

狂
言
本
詞
章
比
較
の
底
本
と
し
て
用
い
た
。
原
本
に
よ
る
。

②
三
宅
庄
一
手
沢
本
︽
狂
言
集
成
本
︾
江
戸
末
期
写
。［
翻
刻
］
野
々
村
戒
三
、
安
藤
常
次
郎
著
﹃
狂
言
集
成
﹄︵
春
陽
堂
、
昭
和
六
年
七
月
︶。

大
蔵
流

③
森
川
杜
園
旧
蔵
本
︽
森
川
杜
園
本
︾
推
定
寛
政
頃
写
。［
翻
刻
］
佐
成
謙
太
郎
著
﹃
謡
曲
大
観
﹄
第
四
巻
︵
明
治
書
院
、
昭
和
六
年
二
月
︶。

鷺
流

④
真
野
町
若
林
義
太
郎
氏
所
蔵
間
狂
言
本
︽
若
林
本
︾
上
下
二
分
冊
で
、
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
鷺
流
間
狂
言
上
﹂、
﹁
鷺
流
間
狂
言
下
﹂
の
表

題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
二
三
二
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂
言
﹄
︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十

年
二
月
︶。

⑤
両
津
市
安
藤
春
雄
氏
所
蔵
間
狂
言
本
︽
安
藤
本
︾
安
藤
家
所
蔵
の
間
狂
言
本
は
﹁
間
と
ワ
キ
﹂
、﹁
間
の
み
﹂、
﹁
ワ
キ
の
み
﹂
の
三
種
類
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
間
狂
言
本
に
は
表
題
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
本
文
最
終
丁
に
﹁
明
治
三
六
年
文
月
こ
れ
を
写
す

持
主
恵
比
須
町

安
藤
幸

彦
﹂
と
あ
る
。
二
〇
一
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂
言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二
月
︶
。

⑥
両
津
市
天
田
保
氏
所
蔵
間
狂
言
本
︽
天
田
本
︾
和
綴
袋
と
じ
一
冊
本
で
、
表
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
三
河
湖
翁
で
﹁
明
治
四
一
年
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五
月
、
七
五
歳
の
時
に
天
田
狂
楽
の
乞
い
に
よ
り
書
写
﹂
と
あ
る
。
一
八
五
曲
を
所
収
。
［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流

間
狂
言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二
月
︶。

︵
二
︶
凡
例

一
、
間
狂
言
本
の
記
事
別
異
同
対
照
表
は
、﹃
山
脇
得
平
本
間
之
本
﹄
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
対
照
表
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
通
読
の
便
宜
や
印
刷
上
の
制
約
を
考
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な
処
置
を
施
し
た
。

１
、
文
字
遣
い
は
底
本
通
り
と
し
、
混
用
さ
れ
て
い
る
片
仮
名
も
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

２
、
特
殊
な
合
字
・
連
字
体
は
通
行
字
体
に
改
め
る
。

３
、
ト
書
き
等
は
割
注
で
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
す
べ
て
一
行
書
き
と
す
る
。

４
、
セ
リ
フ
が
行
間
に
補
っ
て
書
き
入
れ
て
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
本
文
の
該
当
箇
所
に
入
れ
て
︹

︺
で
括
っ
て
示
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ

が
セ
リ
フ
以
外
の
補
足
的
な
記
述
の
場
合
は
︻

︼
を
用
い
て
示
し
た
。

一
、
読
解
の
困
難
な
文
字
は
□
︵
伏
せ
字
︶
と
し
た
。
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間
狂
言
本
名

段
の
構
成

和
泉
流

大
蔵
流

鷺
流

①
得
平
本
︿
藤
﹀

②
狂
言
集
成
本
︿
藤
﹀

③
森
川
杜
園
本
︵
藤
︶

④
若
林
本
︿
藤
﹀

⑤
安
藤
本
︿
藤
﹀

⑥
天
田
本
︿
藤
﹀

１
︱
①

ア
イ
の
登
場

藤

藤ア
ヒ

里
人

狂
言
所
の
者
。
着
附
段
熨

斗
目
・
長
上
下
・
腰
帶
・

扇
・
小
刀
の
装
束
に
て
仕

手
柱
先
に
出
で
、

藤

六
十
四

腰
明

長
上
下

少
サ
刀

扇
持

藤

藤腰
明
、
長
上
下
、

小
サ
刀
、
扇
持
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１
︱
②

＼
是
は
越
中
の
國
田
子

の
浦
に
住
居
す
る
者
に

て
候

能
天
気
に
て
候

間
．
浦
へ
出
藤
を
眺
め

ば
や
と
存
も
．

＼
か
様
に
候
者
は
。
越

中
の
國
多
枯
の
浦
に
住

居
す
る
者
に
て
候
。
今

日
は
よ
き
天
氣
に
て
候

間
。
浦
へ
出
で
藤
を
眺

め
。
心
を
も
慰
ま
ば
や

と
存
ず
る
。

狂
言﹁
か
や
う
に
候
者
は
。

越
中
の
國
多
祜
の
浦
に
住

居
す
る
者
に
て
候
。
今
日

は
罷
り
出
で
。
藤
の
盛
り

を
眺
め
心
を
慰
め
ば
や
と

存
じ
候
。

︻
居
語
通
常
︼
●
是

ハ
越
中
の
国
多
枯
の

浦
に
住
者
に
て
候
。

今
日
ハ
能
キ
天
気
に

て
候
間
。
多
枯
の
浦

に
立
い
で
。
藤
を
詠

め
心
を
慰
ば
や
と
存

ず
る
。

●
是
ハ
越
中
の
国
多

枯
の
浦
に
住
者
に
て

候
今
日
ハ
よ
き
天
気

に
て
候
間
多
枯
の
浦

に
立
出
藤
を
詠
め
心

を
慰
め
は
や
と
存
す

る
。

︻
居
語
通
常
︼
●
是

ハ
越
中
国
多
枯
の
浦

ニ
住
者
に
て
候
。
此

日
ハ
よ
き
天
気
な
れ

バ
。
多
枯
ノ
浦
ニ
立

出
藤
を
詠
メ
。
心
を

慰
ば
や
と
存
る
。

１
︱
③

や
．
是
成
お
僧
は
此
当

り
に
て
は
見
な
れ
申
さ

ぬ
が
．
何
方
よ
り
御
出

有
て
此
所
に
は
や
す
ら

ゐ
給
ひ
候
そ

や
。
こ
れ
な
る
お
僧
は

此
の
邊
り
に
て
は
見
馴

れ
申
さ
ぬ
お
僧
に
て
候

が
。
い
づ
く
よ
り
御
出

で
候
へ
ば
。
此
の
所
に

は
休
ら
う
て
御
座
候

ぞ
。

︵
ワ
キ
を
見
て
︶
い
や
こ

れ
に
見
馴
れ
申
さ
ぬ
御
僧

の
御
座
候
が
。
い
づ
く
よ

り
御
出
で
な
さ
れ
候
へ

ば
。
こ
の
所
に
は
休
ら
う

て
御
座
候
ぞ

い
や
是
成
る
お
僧
ハ

此
辺
に
て
ハ
見
馴
申

さ
ぬ
御
方
な
る
が
。

何
と
て
此
所
に
ハ
休

ら
ひ
給
ひ
た
る
ぞ

い
や
是
成
お
僧
ハ
此

辺
り
に
て
ハ
見
馴
申

さ
ぬ
御
方
な
る
か
何

と
て
此
所
に
ハ
休
ひ

玉
い
た
る
ぞ

イ
ヤ
是
成
お
僧
ハ
。

此
辺
に
て
ハ
見
馴
申

さ
ぬ
御
方
な
る
が
。

何
迚
此
所
ニ
ハ
休
ら

ひ
給
ひ
た
る
ぞ

２
︱
①

ア
イ
と
ワ
キ
の
応
対

ワ
キ
＼
中
々

シ
カ
〳
〵

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
こ
れ
は
都
方
よ
り

出
で
た
る
僧
に
て
候
。
御

身
は
こ
の
あ
た
り
の
人
に

て
渡
り
候
か

︿
是
ハ
都
方
よ
り
出

た
る
僧
に
て
候
御
身

ハ
此
隣
の
人
に
て
渡

り
候
か
﹀

︿
脇

是
ハ
都
方
よ

り
出
た
る
僧
に
て
候

御
身
ハ
此
隣
の
人
に

て
渡
り
候
か
﹀

２
︱
②

狂
言
﹁
な
か
〳
〵
こ
の
あ

た
り
の
者
に
て
候

●
参
ん
候
此
隣
の
者

に
て
候

●
中
々
此
隣
の
者
に

て
候

２
︱
③

ワ
キ
﹁
左
様
に
て
候
は
ば

ま
づ
近
う
御
入
り
候
へ
。

尋
ね
た
き
事
の
候

︿
左
様
に
候
ハ
ゝ
先

近
ふ
御
入
候
得
尋
度

事
の
候
﹀

︿
脇

左
様
ニ
候
ハ
ゞ

近
ふ
御
入
候
へ
尋
申
度

事
の
候
︶



─ 59 ─

２
︱
④

＼
心
得
申
し
て
候
。
さ

て
お
尋
ね
あ
り
た
き
と

は
。
い
か
様
な
る
御
事

に
て
候
ぞ
。

狂
言﹁
畏
ま
つ
て
候
。︵
眞

中
に
出
で
下
に
居
て
︶
さ

て
御
尋
ね
さ
れ
た
き
と
は

如
何
や
う
な
る
御
用
に
て

候
ぞ

●
心
得
申
候
扨
御
尋

申
度
と
ハ
何
事
に
て

候
ぞ

●
心
得
申
候
。
偖
お

尋
有
度
と
ハ
如
何
様

成
御
事
に
て
候
ぞ

２
︱
⑤

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
申

し
事
に
て
候
へ
ど
も
。
こ

の
所
は
藤
の
名
所
の
由
承

り
及
び
候
。
と
り
わ
き
こ

れ
な
る
松
に
交
へ
る
藤

の
。
今
を
盛
り
と
見
え
て

候
。
こ
れ
に
つ
き
様
々
子

細
あ
り
げ
に
候
。
御
存
じ

に
於
て
は
語
つ
て
御
聞
か

せ
候
へ

︿
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
申

事
に
て
候
得
共
此
所

ハ
藤
の
名
所
の
よ
し

承
及
ひ
て
候
取
分
是

成
松
に
交
へ
る
藤
の

今
を
盛
と
見
へ
て
候

是
に
付
様
々
子
細
有

け
に
候
御
存
に
於
て

ハ
語
つ
て
御
聞
せ
候

へ
﹀

︵
脇

思
ひ
も
寄
ら

ぬ
申
事
に
て
候
へ
共

此
所
ハ
藤
の
名
所
の

由
承
り
及
て
候
取
分

け
此
松
ニ
交
へ
た
る

藤
の
今
を
盛
と
見
え

て
候
是
ニ
付
様
々
子

細
の
有
げ
に
候
御
存

に
お
い
て
ハ
語
ツ
て

御
聞
か
せ
候
へ
︶

２
︱
⑥

是
は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事

を
承
り
候
物
哉
．
所
に

は
住
居
申
せ
と
も
．
委

敷
は
不
存
候
．
去
な
か

ら
．
始
め
て
御
目
に
懸

り
お
尋
有
を
何
を
も
存

せ
ぬ
と
申
も
い
か
ゝ
な

れ
ば
．
古
き
人
の
申
傳

へ
た
る
通
．
御
物
語
申

さ
う
ず
る
に
て
候

＼
こ
れ
は
思
ひ
も
寄
ら

ぬ
事
を
お
尋
ね
候
も
の

か
な
。
所
に
は
住
み
候

へ
ど
も
。
委
し
く
は
存

ぜ
ず
候
さ
り
な
が
ら
。

初
め
て
御
目
に
か
ゝ

り
。
お
尋
ね
候
事
を
曾

て
存
ぜ
ぬ
と
申
す
も
い

か
ゞ
な
れ
ば
。
古
き
人

の
申
傳
へ
た
る
通
り
。

御
物
語
申
さ
う
ず
る
に

て
候
。
シ
カ
〳
〵
。

狂
言
﹁
こ
れ
は
思
ひ
も
よ

ら
ぬ
事
を
承
り
候
も
の
か

な
。
我
等
も
こ
の
あ
た
り

に
住
居
仕
り
候
へ
ど
も
。

左
様
の
事
委
し
く
は
存
ぜ

ず
候
さ
り
な
が
ら
。
始
め

て
御
目
に
か
ゝ
り
御
尋
ね

な
さ
れ
候
事
を
。
何
と
も

存
ぜ
ぬ
と
申
す
も
い
か
が

に
て
候
へ
ば
。
凡
そ
承
り

及
び
た
る
通
り
御
物
語
申

さ
う
ず
る
に
て
候
。

︻
常
ノ
通
り
有
て
︼
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３
︱
①

ア
イ
の
仕
事
・
シ
テ

に
ま
つ
わ
る
物
語

＼
先
此
湖
を
不
勢
の
湖

と
申
候
。
又
是
成
松
に

掛
り
た
る
藤
を
．
田
子

の
浦
藤
と
申
て
名
花
に

て
候
．
夫
に
付
田
子
の

浦
︻
多
胡
の
浦
︼
藤
と

申
子
細
は
．
昔
奈
良
御

帝カ
ト

の
御
時
大
伴ト
モ

の
家
持

ヤ
カ
モ
チ

の
ç
．
越
中
の
守
に
て

御
座
有
し
時
．
此
所
へ

御
出
有
．
様
々
御
遊

覧
．
の
折
ふ
し
．
此
藤

今
を
盛
り
と
咲
乱
候
を

御
覧
有
．
春
の
名
残
を

い
と
ゝト
ド

お
も
は
せ
給
ひ

御
寵
愛
被
成
御
酒
宴
有

た
る
と
承
り
て
候
．
去

程
に
此
藤
の
花
是
成
汀

に
影
移
り
．
水
底

ミ
ナ
ゾ
コ

清
く

見
へ
候
程
に
．
一
首
の

御
詠
歌
に
．

＼
語
さ
る
程
に
。
此
の

湖
を
ふ
せ
の
海
と
申
し

候
。
又
多
枯
の
浦
と
申

す
仔
細
は
。
こ
れ
な
る

松
に
か
ゝ
り
た
る
藤

を
。
多
枯
の
浦
藤
と
申

す
名
花
に
て
候
。
昔
奈

良
の
帝
の
御
時
。
大
伴

家
持
ç
。
越
中
守
に
て

御
座
あ
り
し
時
。
此
の

處
へ
御
出
で
あ
り
。

様
々
御
遊
覧
の
折
ふ

し
。
此
の
藤
今
を
盛
り

と
咲
き
亂
れ
候
を
御
覧

あ
り
。
春
の
名
残
を
い

と
ゞ
思
は
せ
給
ひ
。
御

寵
愛
な
さ
れ
。
御
酒
宴

あ
り
た
る
と
承
り
て

候
。
さ
る
程
に
。
此
の

藤
の
花
。
こ
れ
な
る
汀

に
影
映
り
。
水
底
淸
く

見
え
申
し
て
候
程
に
。

一
首
の
御
詠
歌
に
。

ま
づ
こ
の
水
海
を
布
勢
の

湖
ミ
ヅ
ウ
ミ

と
申
し
候
。
又
多
祜

の
浦
藤
と
申
す
は
。
こ
れ

な
る
松
に
か
ゝ
り
た
る
藤

を
多
祜
の
浦
藤
と
申
し

候
。
昔
奈
良
の
帝
の
御

時
。
大
伴
の
家
持
と
申
し

た
る
御
方
。
越
中
の
守
に

て
御
座
あ
り
し
時
。
こ
の

所
來
り
給
ひ
御
遊
覧
の
折

節
。
こ
れ
な
る
藤
今
を
盛

り
と
咲
き
申
し
候
を
御
覧

じ
。
花
の
名
残
を
い
と
ど

思
ひ
。
御
酒
宴
の
な
さ
れ

て
候
。
さ
る
程
に
こ
の
藤

の
花
。
こ
れ
な
る
汀
に
う

つ
り
。
水
底
淸
く
見
え
候

間
。
そ
の
時
一
首
の
歌

に
。

●
先
此
湖
を
布
勢
の

海
と
申
シ
。
此
隣
を

多
枯
の
浦
共
申
シ
。

又
是
成
る
松
に
掛
り

た
る
藤
を
。
多
枯
の

浦
藤
と
申
名
花
に
て

候
。
昔
奈
良
の
帝
の

御
宇
に
。
大
伴
の
家

持
の
ç
。
越
中
の
守

に
て
御
座
あ
り
し

時
。
此
所
へ
御
出
あ

り
て
様
々
御
遊
覧
の

刻
。
折
か
ら
此
藤
今

を
盛
に
咲
乱
れ
。
是

成
汀
に
影
移
り
。
水

底
清
く
候
ひ
し
か

バ
。
春
の
残
名
を
一

入
面
白
く
御
賞
翫
に

思
召
。
御
酒
宴
を
成

さ
れ
一
首
の
御
詠
哥

に
。

●
先
此
湖
を
布
施
の

海
と
申
此
隣
を
多
枯

の
浦
と
申
又
是
成
松

に
掛
り
た
る
藤
を
多

枯
の
浦
藤
申
名
花
に

て
候
昔
奈
良
の
帝
の

御
宇
に
大
伴
の
家
持

の
ç
越
中
の
守
に
て

御
座
有
し
時
此
所
へ

御
出
有
り
様
々
御
遊

覧
の
刻
折
柄
此
藤
今

を
盛
り
に
咲
乱
れ
是

成
汀
に
影
移
り
水
底

清
く
候
ひ
し
か
ば
春

の
名
残
を
一
入
面
白

く
御
賞
翫
に
思
召
御

酒
宴
を
な
さ
れ
一
首

の
御
詠
哥
に

●
先
ツ
此
湖
を
布
施

︵
勢
︶の
海
と
申
シ
。

此
隣
を
多
枯
の
浦
と

申
。
又
是
成
松
ニ
掛

り
た
る
藤
を
。
多
枯

の
浦
藤
と
申
名
花
に

て
候
。
昔
奈
良
の
帝

の
御
宇
に
。
大
伴
の

家
持
の
ç
。
越
中
守

ニ
御
坐
有
し
時
。
こ

の
所
へ
御
出
有
て
。

様
々
御
遊
覧
の
刻
。

折
柄
此
藤
今
を
盛
に

咲
乱
れ
。
是
成
汀
ニ

影
移
り
。
水
底
清
く

候
ひ
し
か
バ
。
春
の

名
残
を
一
入
面
白
く

御
賞
翫
ニ
思
召
。
御

酒
宴
を
被
成
一
首
の

御
詠
歌
に
。

３
︱
②

藤
波
の
．
影
成
海
の
底

清
み
．
し
づ
く
石
を
も

玉
と
我
か
見
る

藤
浪
の
。
影
な
る
海
の

底
淸
み
。
雫
石
を
も
玉

と
我
れ
見
る
。

藤
波
の
影
な
る
海
の
底
淸

み
。
し
づ
く
石
を
も
玉
と

ぞ
わ
が
見
る

藤
波
の
影
な
る
海
の

底
清
ミ
。
し
つ
く
石

を
も
玉
と
我
見
る

藤
浪
の
影
な
る
海
の

底
清
み
し
つ
く
石
を

も
玉
と
我
見
る

藤
浪
の
影
な
る
海
の

底
清
ミ
し
づ
く
石
を

も
玉
と
我
見
る
。
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３
︱
③

と
遊
れ
け
れ
は
．
其
時

御
供
に
候
ひ
し
奈ナ

和ハ

丸マ
ロ

と
申
御
方
取
あ
へ
す
．

と
遊
ば
さ
れ
け
れ
ば
。

其
の
時
御
供
に
候
ひ
し

な
は
丸
と
申
す
御
方
の

取
敢
へ
ず
。

と
。
か
や
う
に
詠
み
給
へ

ば
。
御
供
に
あ
り
し
名
和

丸
と
申
す
人
と
り
あ
へ

ず
。

と
遊
ハ
さ
れ
た
る
実

候
。
其
時
御
伴
ひ
候

ひ
し
縄
丸
と
申
御
方

ハ
。
越
中
の
亮
に
て

お
わ
し
け
る
が
取
敢

ず
。

と
遊
ハ
さ
れ
た
る
実

に
候
其
時
御
伴
ひ
候

ひ
し
網
丸
と
申
御
方

ハ
越
中
の
亮
に
て
お

わ
し
け
る
が
取
敢
ず

と
遊
バ
さ
れ
た
る
げ

に
候
。
其
時
御
伴
な

ひ
候
ひ
し
網
丸
と
申

御
方
ハ
。
越
中
の
亮

に
て
お
わ
し
け
る
が

取
敢
ず
。

３
︱
④

田
子
の
浦
．
底
さ
へ
匂

ふ
藤
波
を
．
か
さ
し
て

行
む
見
ぬ
人
の
為

多
枯
の
浦
。
底
さ
へ
匂

ふ
藤
浪
を
。
か
ざ
し
て

ゆ
か
ん
見
ぬ
人
の
為

多
祜
の
浦
底
さ
へ
見
ゆ
る

藤
波
を
か
ざ
し
て
行
か
ん

見
ぬ
人
の
た
め

多
枯
の
浦
底
さ
へ
匂

ふ
藤
波
を
。
か
さ
し

て
行
ん
見
ぬ
人
の
た

め

多
枯
の
浦
底
さ
へ
匂

ふ
藤
の
花
か
さ
し
て

行
ん
見
ぬ
人
の
為

多
枯
の
浦
底
さ
へ
匂

ふ
藤
波
を
。
か
ざ
し

て
行
ん
見
ぬ
人
の

為
。

３
︱
⑤

と
讀
せ
．
給
ひ
し
よ

り
．
此
所
を
田
子
の
浦

と
申
し
．
夫
よ
り
是
成

る
藤
を
田
子
の
浦
藤
と

申
習
し
候
．

と
。
詠
ま
せ
給
ひ
し
よ

り
。
此
の
處
を
多
枯
の

浦
と
申
し
。
そ
れ
よ
り

こ
れ
な
る
藤
を
。
多
枯

の
浦
藤
と
申
し
な
ら
は

し
候
。

と
。
か
や
う
に
詠
ま
れ
た

る
と
申
す
。

と
読
給
ひ
し
よ
り
。

此
所
を
多
枯
の
浦
と

も
。
又
多
枯
の
浦
ふ

し
共
申
由
承
及
ひ
て

候
。

と
よ
み
玉
ひ
し
よ
り

此
處
を
多
枯
の
浦
と

も
又
多
枯
の
浦
藤
と

も
申
由
承
り
及
て
候

と
詠
ミ
給
ひ
し
よ

り
。
此
所
を
多
枯
の

浦
と
も
。
又
多
枯
の

浦
藤
と
も
申
由
承
り

及
て
候
。

３
︱
⑥

し
か
の
み
な
ら
す
家
持

の
ç
は
．
万
葉
集
の
作

者
と
聞
ゆ
る
哥
人
に
て

御
座
候
．

し
か
の
み
な
ら
ず
。
家

持
の
ç
は
。
萬
葉
集
の

作
者
と
聞
こ
ゆ
る
歌
人

に
て
お
は
し
ま
す
故
。

３
︱
⑦

故
其
後
代
々
の
集
に

も
．
田
子
の
浦
ふ
じ
と

讀
た
る
哥
．
あ
ま
た
有

よ
し
承
り
及
て
候
．

其
の
後
代
々
の
集
に

も
、
多
枯
の
浦
藤
と
詠

み
た
る
歌
は
。
數
多
あ

る
由
聞
及
び
て
候
。

そ
れ
よ
り
帝
に
も
。
多
祜

の
浦
と
申
す
御
歌
數
多
く

御
座
あ
る
由
承
り
候
。

３
︱
⑧

誠
に
此
藤
は
．
し
な
ゐ

長
く
色
深
く
御
座
候
．

昔
こ
そ
御
賞
翫
も
候

へ
．

誠
に
此
の
藤
は
。
し
な

ひ
長
く
色
深
う
御
座
候

昔
こ
そ
。
御
賞
翫
も
候

へ
。

誠
に
こ
の
藤
は
餘
の
藤
と

變
り
。
し
た
え
も
長
く
色

深
く
御
座
候
に
よ
り
。
盛

り
の
折
は
見
事
に
候
へ
ど

も
。

誠
に
何
国
の
藤
よ
り

も
し
な
ひ
永
く
別
し

て
色
深
く
。

誠
に
何
国
の
藤
よ
り

も
し
な
ひ
永
く
別
し

て
色
深
く

誠
ニ
何
国
の
藤
よ
り

も
し
な
ひ
永
く
別
し

て
色
深
く
。
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３
︱
⑨

世
々
の
集
の
歌
人
も

数
多
詠
置
れ
た
る
と

申
習
由
。

世
々
の
集
め
の
歌
人

も
数
多
詠
置
れ
た
る

と
申
習
す

代
々
の
集
の
歌
人
も

数
多
詠
置
れ
た
る
由

承
る
。

３
︱
⑩

唯
今
は
遠
國
の
事
な
れ

は
．
誰
見
る
人
も
な
く

候
．
か
様
の
物
語
も
．

古
き
人
の
申
傳
た
る
斗

に
候

唯
今
は
遠
國
の
事
な
れ

ば
誰
れ
見
る
人
も
な
く

候
。
か
様
の
物
語
も
古

き
人
の
申
傳
へ
た
る
ば

か
り
に
て
候
。

國
の
事
な
れ
ば
誰
見
る
者

も
な
く
候
。

併
遠
国
の
事
な
れ

バ
。
誰
有
ツ
︵
て
︶

打
続
き
詠
ず
る
人
も

な
く
。
毎
年
我
等
如

き
の
見
申
迄
に
て

併
遠
国
の
事
な
れ
バ

誰
有
つ
て
打
続
き
詠

す
る
人
も
な
く
毎
年

我
等
如
き
の
見
申
迄

に
て

乍
併
遠
国
の
事
な
れ

バ
。
誰
有
ツ
て
打
続

き
詠
ず
る
人
も
な

く
。
毎
年
我
等
如
き

の
見
申
迄
に
て
。

３
︱
⑪

＼
最
前
申
如
く
委
敷
は

存
せ
す
候
へ
共
先
我
等

の
承
り
及
た
る
通
御
物

語
申
て
候
が
扨
お
尋
は

如
何
様
成
御
事
に
て
候

そ

最
前
申
す
如
く
。
委
し

き
事
は
存
ぜ
ず
候
へ
ど

も
。
先
づ
我
等
の
承
及

び
た
る
通
り
御
物
語
申

し
て
候
が
。
さ
て
お
尋

ね
は
い
か
様
な
る
御
事

に
て
候
ぞ
。

ま
づ
我
等
の
承
り
及
び
た

る
は
か
く
の
如
く
に
て
御

座
候
が
。
何
と
思
し
召
し

御
尋
ね
な
さ
れ
候
ぞ
。
近

頃
不
審
に
存
じ
候

委
細
の
事
ハ
存
せ
ず

候
が
古
き
者
共
の
申

傳
る
通
り
を
。
先
物

語
り
仕
り
た
る
が
。

何
と
思
召
て
お
尋
あ

り
た
る
ぞ
不
審
に
存

候

委
細
の
事
ハ
存
ぜ
す

候
が
古
き
者
共
の
申

傳
へ
通
り
を
先
物
語

仕
た
る
が
何
と
思
召

て
御
尋
有
た
る
そ
不

審
に
存
候

委
細
の
事
ハ
不
存
候

が
。
古
き
者
共
の
申

傳
る
通
り
を
。
物
語

り
仕
り
た
る
が
。
何

と
思
召
て
御
尋
被
成

た
る
ぞ
。
不
審
ニ
存

候

３
︱
⑫

シ
カ
〳
〵

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
懇
に
御
物
語
り
候

も
の
か
な
。
尋
ね
申
す
も

餘
の
儀
に
あ
ら
ず
。
最
前

こ
れ
な
る
藤
を
な
が
め
。

古
歌
な
ど
を
詠
じ
候
處

に
。
い
づ
く
と
も
な
く
女

性
一
人
來
ら
れ
、
色
々
古

歌
な
ど
を
よ
ま
れ
。
戯
れ

を
申
さ
れ
候
程
に
。
い
か

な
る
人
ぞ
と
尋
ね
て
候
へ

ば
。
ま
こ
と
は
藤
の
精
と

い
ひ
も
あ
へ
ず
。
松
の
木

蔭
に
て
姿
を
見
失
う
て
候

よ

︿
近
頃
に
て
候
懇
に

御
物
語
候
物
哉
尋
申

も
余
の
義
に
あ
ら
す

最
前
是
成
藤
を
詠
め

古
哥
杯
を
詠
じ
候
處

に
何
国
と
も
な
く
女

性
壱
人
来
ら
れ
色
々

古
哥
杯
を
よ
ま
れ
戯

れ
を
申
さ
れ
候
程
に

如
何
成
人
ぞ
と
尋
て

候
へ
ハ
誠
ハ
藤
の
精

と
言
も
敢
へ
ず
松
の

木
影
に
て
姿
を
見
失

ふ
て
候
よ
﹀

︿
脇

懇
ニ
御
物
語

候
者
哉
尋
申
事
余
の

義
ニ
あ
ら
ず
最
前
是

成
藤
を
詠
め
古
歌
杯

を
詠
し
候
所
ニ
何
国

共
な
く
女
性
一
人
来

ら
れ
古
歌
杯
を
詠
れ

戯
れ
を
被
申
候
程
に

い
か
成
人
ぞ
と
尋
て

候
へ
バ
誠
ハ
藤
の
精

ぞ
と
言
ひ
も
敢
ず
松

の
木
陰
に
て
姿
を
見

失
ひ
て
候
よ
﹀
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４
︱
①

ア
イ
の
退
場

︵
ワ
キ
の
待
受
け
︶

＼
是
は
奇
特
成
事
を
承

り
候
者
哉
．
某
推
量
仕

る
に
お
僧
の
御
心
中
貴

う
ま
し
ま
す
に
よ
り
御

法ノ
リ

を
請
佛
果ク
ハ

を
得
ん
と

思
ひ
此
花
の
精

女
ヲ
ン
ナ

と

現
れ

声
言
葉
を
か
は

し
た
る
と
存
候
聞
．

＼
こ
れ
は
奇
特
な
る
事

を
承
り
候
も
の
か
な
。

某
推
量
仕
る
に
。
お
僧

の
ご
心
中
貴
う
ま
し
ま

す
に
よ
り
。
御
法
を
受

け
佛
果
を
得
ん
と
思

ひ
。
此
の
花
の
精
女
と

現
れ
。
聲
言
葉
を
交
し

た
る
と
存
じ
候
間
。

狂
言
﹁
こ
れ
は
奇
特
な
る

事
を
承
り
候
も
の
か
な
。

さ
て
は
藤
の
精
人
間
と
現

れ
。
御
物
語
致
し
た
る
と

存
じ
候
間
。

●
是
ハ
奇
特
成
事
仰

ら
る
ヽ
物
哉
。
当
浦

ハ
代
に
隠
れ
な
き
藤

の
名
所
な
る
に
貴
き

お
僧
此
辺
へ
御
越
成

さ
れ
。
浦
の
気
色
を

詠
め
給
ひ
。
殊
に
此

藤
に
心
を
付
ら
れ
た

る
に
よ
り
。
非
精
と

ハ
申
な
が
ら
此
藤
に

限

り
。
古

へ

よ

り

様
々
哥
に
も
詠
み
置

れ
た
る
程
の
。
名
高

き
今
に
□
せ
ぬ
か
つ

ら
な
れ
バ
佛
果
の
縁

を
な
し
度
存
。
仮
に

女
と
現
じ
。
詞
を
替

し
た
る
と
存
す
る

間
。

●
是
ハ
奇
特
な
る
事

を
仰
ら
る
ヽ
物
か
な

当
浦
ハ
世
に
隠
れ
な

き
藤
の
名
所
な
る
に

貴
き
お
僧
此
辺
え
御

越
な
さ
れ
浦
の
気
色

を
詠
め
玉
ひ
殊
に
此

藤
に
心
を
付
ら
れ
た

る
に
依
非
精
と
ハ
申

な
か
ら
此
藤
に
限
り

古
え
よ
り
様
々
哥
に

も
詠
置
れ
た
る
程
□

の
名
高
く
今
に
絶
せ

ぬ
か
つ
ら
な
れ
ハ
佛

果
の
縁
を
印
度
存
仮

に
女
と
顕
じ
詞
を
替

し
た
る
と
存
る
間

●
是
ハ
奇
特
成
事
を

仰
ら
る
ヽ
物
か
な
。

当
浦
ハ
世
ニ
隠
れ
な

き
藤
の
名
所
な
る

に
。
貴
き
お
僧
の
此

辺
へ
御
越
被
成
。
浦

の
気
色
を
詠
め
玉

ひ
。
殊
ニ
此
藤
ニ
心

を
付
ら
れ
た
る
ニ

依
。
非
精
と
ハ
申
乍

ら
此
藤
ニ
限
り
。
古

へ
よ
り
様
々
哥
に
も

詠
ミ
お
か
れ
。
今
ニ

名
高
き
か
つ
ら
な
れ

バ
。
佛
果
の
縁
を
な

し
度
存
。
仮
ニ
女
と

現
じ
。
詞
を
替
し
た

る
と
存
る
間
。

４
︱
②

今
宵
は
此
所
に
御
逗
留

有
．
有
か
た
き
御
経
を

も
御
と
く
し
ゆ
な
さ

れ
．
重
て
奇
特
を
御
覧

あ
れ
か
し
と
存
候

今
宵
は
此
の
處
に
御
逗

留
あ
り
。
有
難
き
御
法

を
も
御
讀
誦
な
さ
れ
。

重
ね
て
奇
特
を
御
覧
あ

れ
か
し
と
存
じ
候
。

暫
く
御
逗
留
あ
り
。
草
木

成
佛
の
御
法
を
な
し
。
重

ね
て
奇
特
を
御
覧
あ
れ
か

し
と
存
じ
候

暫
く
是
に
御
逗
留
あ

り
。
草
木
国
土
悉
皆

成
仏
の
御
法
を
遊
ハ

し
。
重
て
奇
特
を
御

覧
あ
れ
か
し
と
存
ず

る

暫
く
是
に
御
逗
留
あ

り
草
木
国
土
悉
皆
成

仏
の
御
法
を
遊
ハ
し

重
て
奇
特
を
御
覧
あ

れ
か
し
と
存
す
る

草
木
国
土
悉
皆
成
仏

の
御
法
を
あ
そ
バ

し
。
重
て
奇
特
を
御

覧
あ
れ
か
し
と
存
る
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４
︱
③

シ
カ
〳
〵

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
近
頃
不
思
議
な
る

事
に
て
候
程
に
。
あ
り
が

た
き
御
經
を
讀
誦
し
。
重

ね
て
奇
特
を
見
う
ず
る
に

て
候

︿
近
頃
不
思
儀
成
事

に
て
候
程
に
有
難
き

御
経
を
読
誦
し
重
ね

て
奇
特
を
見
う
す
る

に
て
候
﹀

︿
脇

近
頃
不
思
義

成
事
に
て
候
間
暫
く

逗
留
申
有
難
き
御
経

を
も
読
誦
し
重
て
奇

特
を
見
う
す
る
に
て

候
﹀

４
︱
④

＼
御
逗
留
の
間
は
我
等

お
宿
を
参
ら
せ
候
へ
し

＼
そ
れ
は
近
頃
に
て

候
。
御
逗
留
候
は
ゞ
。

我
等
お
宿
を
ま
ゐ
ら
せ

候
べ
し
。

狂
言
﹁
御
逗
留
に
て
候
は

ば
重
ね
て
御
用
仰
せ
候
へ

●
尤
に
候
御
用
の
事

も
候
ハ
ゝ
我
等
へ
御

申
候
へ

●
御
用
の
事
も
あ
ら

バ
被
仰
候
へ

４
︱
⑤

シ
カ
〳
〵

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
頼
み
候
べ
し

︿
頼
み
候
へ
し
﹀

︿
脇

頼
ミ
候
べ
し
﹀

４
︱
⑥

＼
心
得
申
て
候

＼
心
得
申
し
て
候
。

狂
言
﹁
心
得
申
し
て
候

と
い
ひ
て
狂
言
は
引
く
。


